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台 北

PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

瓶蓋工廠台北製造所 /  
瓶蓋工場台北製造所

☎ (02)2785-9900
〒 台北市南港路 2 段 13 号

POPOP TAIPEI

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2371-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟 / 台北市孔廟

☎ (02)2592-3934 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

伊是咖啡 / IS コーヒー
Is Coffee 

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 2 階

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6666
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

松山車站 / 松山駅
Songshan Station
☎ (02)2767-3819
〒 台北市松山路 11 号

南港車站 / 南港駅
Nangang Station
☎ (02)2783-8645
〒 台北市南港路 1 段 313 号

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School
士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-shek  
Shilin Residence 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北市政府市民服務組 /  
台北市役所市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1000 
〒 台北市市府路 1 号 

The public service group of  
Taipei City Government

台北之家 / 台北之家

☎ (02)2511-7786
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

Taipei Film House

台北二二八紀念館 / 台北二二八紀念館

☎ (02)2389-7228
〒 台北市凱達格蘭大道 3 号 

Taipei 228 Memorial Museum

交通部觀光局旅遊服務中心 /  
交通部観光局トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism Bureau, 
M.O.T.C

〒 台北市北平東路 7 号

台北國際藝術村 / 台北国際芸術村

☎ (02)3393-7377 
Taipei Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-8198
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3721
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MoCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市大園区航站南路 15 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台湾博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



台北は情熱や熱意を持った人たちが多く集まる都市で
す。特に夏は気温の高さに加え、イベントに参加する人た
ちで大いに賑わうなど魅力にあふれています。

そこで今季の《TAIPEI》は、「エネルギーと情熱」をテ
ーマに様々なジャンルの人たちにインタビューを敢行。

例えば台北で 100 年以上続いている老舗が、どのように
して伝統の商品や経営理念を守りつつ、現代のニーズや商
習慣の変化に対応しているのかお話を伺いました。

また、夏はクーラーの効いた室内に閉じこもりがちです
が、屋外でもクールダウンできるスポットがありますし、
品揃えの豊富な夕市での買い物やカフェが併設された博物
館の見学などもオススメです。そんな市内のくつろぎスポ
ットを厳選しました。

文化活動の面では、台北で創作活動を続けるアーティス
トを訪問しているほか、夏には大きなイベントが開催され
る霞海城隍廟についての情報も特集しています。

さらに今回は食事で体温を下げるという観点から、発汗
作用のあるスパイシーな料理、漢方について専門家にお話
を伺いつつ、健康的に涼む方法も解説。

情熱という点では、LP レコードの転写を生業とする方、
そして台北を多言語に対応した国際的な都市にすることを
目標に努力を続ける人たちにお話を伺いました。

湿度と気温が高いことから過ごしにくいと思われがちな
夏の台北ですが、今季の《TAIPEI》を読めばイメージも変
わるはず。ぜひこの夏は情熱的な台北でクールに過ごしま
しょう。

情熱的な台北で
クールに過ごす

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

1. 新型コロナウイルスが流行中です。外出時に必ずマスクを着用し、政府の発表
する防疫規定を遵守してください。
2. 本号に掲載されている写真は資料用のものが多く含まれていますので、マスク 
を着用していない写真も使用されています。 

TAIPEI からのお知らせ

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！
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台
北
は
伝
統
文
化
と
モ
ダ
ン
な
暮
ら
し
が
融
合
し
、
調
和
の
取
れ
た
大
都
市
で
す
。
こ
こ
に
は
明
る
く
カ
ラ
フ
ル
な
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
加
え
、

地
元
に
深
く
根
付
き
、
市
内
の
み
な
ら
ず
遠
方
で
も
評
判
の
高
い
家
族
経
営
の
老
舗
店
舗
が
無
数
に
並
ん
で
い
ま
す
。

長
年
の
知
恵
と
技
術
を
受
け
継
い
だ
後
継
者
で
あ
る
今
の
世
代
は
、
熱
い
情
熱
と
熱
意
を
も
っ
て
事
業
に
精
励
し
、
伝
統
あ
る
文
化
を
現
代
に
体
現
し
て

い
ま
す
。
本
記
事
で
は
、
市
内
で
最
も
輝
き
を
放
ち
、
長
年
愛
さ
れ
て
き
た
1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
4
つ
の
店
舗
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
各
店
舗
で
は
お
香
、

装
飾
用
ラ
ン
タ
ン
、
ス
ー
ツ
、
毛
筆
と
異
な
る
伝
統
的
な
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
先
人
の
誇
り
や
知
恵
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
現
代
の
消
費
者
の

感
覚
や
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
新
し
い
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
営
理
念
や
活
用
し
て
い
る
技
術
、
地
域
や
街
の
変
化
に
合
わ
せ
て
ど
の
よ
う
に

商
習
慣
を
変
え
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
店
舗
は
史
跡
が
豊
富
な
台
北
の
中
心
地
か
ら
西
部
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
万
華
区
は
1
7
0
0
年
代
初
期
台
湾
で
初
め
て
漢
民
族
が

居
住
し
た
地
域
で
あ
り
、
河
川
港
と
し
て
台
北
の
物
流
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の 

近
く
に
あ
る
大
稲
埕
は
1
8
5
0
年
代
に
誕
生
し
、
万
華
の
役
割
を
引

き
継
い
で
国
際
貿
易
の
拠
点
と
し
て
発
展
。 

博
愛
特
区
は
1
8
8
0
年
に
建
設
さ
れ
た
古
い
城
塞
都
市
で
あ
り
、
国
の
中
核
と
な
る
庁
舎
や
歴
史
的
建
造
物

が
集
ま
る
地
域
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
発
展
し
た
老
舗
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

01

文
：Rick Charette and Elisa Cohen

　
編
集
：
下
山
敬
之 

　
写
真
：Dinghan Zheng

、Sam
il Kuo

、 Yenyi Lin

、
台
北
市
政
府
観
光
伝
播
局

伝
統
の
継
承
と
変
化
の
受
容

1
0
0
年
続
く
老
舗

01. 台北にある多くの老舗店舗は、伝統的な技術とその精神
を 100 年に渡って継承してきました。
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迪
化
街
の
は
ず
れ
に
位

置
す
る
老
綿
成
灯
篭
店
は

1
9
1
5
年
に
創
業
し
ま
し

た
。
様
々
な
色
や
形
の
ラ
ン

タ
ン
が
レ
ト
ロ
な
赤
レ
ン
ガ

建
築
の
入
口
に
吊
る
さ
れ
、

周
辺
の
歴
史
あ
る
建
物
に
も

生
き
生
き
と
し
た
雰
囲
気
を

与
え
て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
か
ら
家
族
の
経

営
す
る
お
店
を
手
伝
い
、
現

在
は
三
代
目
の
店
長
を
務
め

る
張
美
美
（
ジ
ャ
ン
・
メ
イ

メ
イ
）
氏
は
、
祖
父
が
参
拝

用
の
冥
銭
の
問
屋
か
ら
事
業

を
始
め
、
後
に
ラ
ン
タ
ン
販

売
に
事
業
を
転
換
し
た
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
タ

ン
は
宗
教
的
な
儀
式
と
関
連

性
が
あ
り
、
祭
事
の
際
に
は

寺
院
で
幸
運
を
祈
り
、
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ラ
ン
タ

ン
に
火
を
灯
す
こ
と
が
一
般

的
で
す
。

「
私
が
子
供
の
頃
、
こ
こ

は
非
常
に
賑
や
か
で
し
た
」

と
張
氏
は
語
り
ま
す
。
迪
化

街
の
は
ず
れ
に
あ
る
こ
の
地

域
は
か
つ
て
橋
頭
市
場
と
呼

ば
れ
、
迪
化
街
の
反
対
に
あ

る
永
楽
市
場
（
現
永
楽
布
業

商
場
）
に
匹
敵
す
る
規
模
で

し
た
。 

こ
の
通
り
に
は
お

店
が
数
多
く
並
び
、
毎
日
人

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
張
氏

の
話
で
は
画
家
の
郭
雪
湖
が

描
い
た
「
南
街
殷
賑
」
に
は

1
9
3
0
年
当
時
の
大
稲
埕

の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
写

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
「
作

品
を
近
く
で
じ
っ
く
り
見
て

み
る
と
、
当
時
の
ラ
ン
タ
ン

の
様
子
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ

は
竹
と
布
を
使
用
し
た
初
期

の
ラ
ン
タ
ン
の
一
種
で
す
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
タ
ン
の
作
り
方
は
直

感
的
で
、
紙
や
布
を
ラ
ン
タ

ン
の
骨
格
に
貼
り
付
け
て
中

を
空
洞
に
し
、
点
火
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
「 

実
は
各
部
に
は
秘
密
が
隠
さ

れ
て
い
ま
す
」
と 

四
代
目
に

当
た
る
張
新
怡
（
ジ
ャ
ン
・

シ
ン
イ
ー
）
氏
は
説
明
し
ま

す
。
ラ
ン
タ
ン
は
広
げ
る
と

伸
び
て
し
ま
う
た
め
、
下
か

ら
見
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
高
い
位
置
に
吊
る
す
こ

と
が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。

従
っ
て
、
ラ
ン
タ
ン
に
絵
柄

や
文
字
を
書
く
と
き
は
、
広

げ
た
と
き
に
均
等
に
見
え
る

よ
う
に
比
率
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
張

氏
は
竹
の
選
定
に
も
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
タ
ン
に

必
要
な
強
度
と
弾
力
性
は
、

特
定
時
期
に
生
産
さ
れ
た
竹

に
し
か
な
い
も
の
で
す
。
高

品
質
な
ラ
ン
タ
ン
作
り
の
た

め
に
、
老
綿
成
で
は
材
料
と

技
術
に
一
切
の
妥
協
を
許
し

ま
せ
ん
。

老
綿
成
で
は
伝
統
的
な
寺

院
の
儀
式
用
の
ラ
ン
タ
ン
に

加
え
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
合
わ

せ
、
常
に
最
新
の
塗
装
や
製

法
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
形

状
の
装
飾
用
ラ
ン
タ
ン
を
製

02

老
綿
成
灯
篭
店
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作
。
そ
の
一
部
は
海
外
へ
輸

出
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は

台
北
市
政
府
と
協
力
し
、
旧

暦
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
ラ
ン
タ

ン
ト
ン
ネ
ル
を
製
作
し
、
大

稲
埕
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰

囲
気
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た

実
績
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は

大
稲
埕
の
台
北
霞
海
城
隍
廟

と
共
同
で
、
台
北
霞
海
城
隍

文
化
祭
で
披
露
さ
れ
た
金
色

の
ラ
ン
タ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に

参
画
。
近
隣
の
お
店
は
金
色

の
ラ
ン
タ
ン
を
ぶ
ら
下
げ
て

来
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
当
す
る
張
氏
は
、
ラ
ン

タ
ン
の
画
期
的
な
利
用
方
法

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ

を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
登

録
し
た
り
、
最
近
で
は
般
若

心
経
が
書
か
れ
た
大
き
な
ラ

ン
タ
ン
を
非
代
替
性
ト
ー
ク

ン
N
F
T
（Non-Fungible 

Token

）
に
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

上
の
作
品
を
製
作
す
る
な
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
さ
ら
に
、

G
I
F
画
像
（G

rap
h

ics 
Interchange Form

at

）

を
利
用
し
て
、
ラ
ン
タ
ン
が

滑
ら
か
に
回
転
す
る
3D
効
果

も
実
現
し
て
い
ま
す
。

張
氏
は
「
老
綿
成
で
は

1
0
7
年
間
、
ラ
ン
タ
ン
か

ら
N
F
T
ま
で
一
つ
一
つ
技

術
と
経
験
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
彼

女
た
ち
は
4
代
に
わ
た
っ
て

培
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、

記
憶
に
残
る
よ
う
な
煌
め
く

作
品
を
生
み
出
し
続
け
て
い

ま
す
。

03

04

05

02. 竹で編んだランタンに必要な材料と技術は、
すべて長年の経験によって作られました。

03. 老綿成は 2020 年のバレンタインのイベント
に合わせてカラフルなランタンを製作し、大稲埕
を美しく染め上げました。( 写真 / 台北市政府観
光伝播局 )

04-05. 老綿成では伝統的なランタン以外にも
様々な材料を使ったり、新たな発想で新製品を作
り続けています。

大同区迪化街一段 298 号住所
営業時間 09：30 ～ 19：30

老綿成灯篭店
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万
華
区
の
貴
陽
街
に
位

置
す
る
老
明
玉
香
舖
は
、

1
8
9
7
年
の
創
業
以
来

1
2
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
お
香
の
お
店
で
す
。
レ
ト

ロ
な
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
の
中

に
あ
る
同
店
は
、
金
箔
と
銀

箔
が
貼
ら
れ
た
冥
銭
や
カ
ラ

フ
ル
な
蓮
の
花
の
飾
り
な
ど

各
種
参
拝
用
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
台
湾
の
人
々
は
神

様
や
先
祖
へ
お
祈
り
し
た
後

に
、
こ
れ
ら
が
向
こ
う
の
世

界
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
と

燃
や
す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
的
な
漢
方
薬
の
ほ
の

か
な
香
り
が
漂
う
店
内
に
入

る
と
、
四
代
目
店
長
を
務
め

る
黄
瓊
儀
（
ホ
ァ
ン
・
チ
ョ

ン
イ
ー
）
氏
が
赤
い
箱
の
中

に
入
っ
た
線
香
の
束
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
黄
氏
は
「
こ

の
ロ
ゴ
は
祖
父
の
時
代
か
ら

使
用
し
て
い
て
、
現
在
は
曾

祖
父
の
写
真
を
記
念
と
し
て

印
刷
し
て
い
ま
す
」
と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
模

様
は
黄
氏
の
曾
祖
父
が
手
書

き
で
描
い
た
も
の
で
あ
り
、

1
0
0
年
以
上
が
過
ぎ
た
現

在
で
も
鮮
や
か
な
色
合
い
を

保
っ
て
い
ま
す
。

老
明
玉
は
の
歴
史
は
黄
氏

の
曾
祖
父
が
天
秤
棒
を
担
ぎ

な
が
ら
行
商
を
し
て
い
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
老
明
玉
は
万
華
内
を
何

度
も
移
転
し
、
最
終
的
に
貴

陽
街
で
店
を
構
え
ま
し
た
。

こ
の
お
店
で
育
っ
た
黄
氏

は
か
つ
て
の
貴
陽
街
が
い
つ

も
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

近
所
に
あ
る
艋
舺
清
水
巌
祖

師
廟
、
艋
舺
青
山
宮
、
艋
舺

龍
山
寺
へ
参
拝
す
る
人
た
ち

が
、
お
香
を
求
め
て
お
店
に

殺
到
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

か
つ
て
は
有
名
な
朝
食
街
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
場
で

の
買
い
物
や
食
事
を
目
的
と

す
る
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

｢

こ
こ
は
か
つ
て
、
淡
水
河
の

河
口
ま
で
続
く
『
台
北
の
一

06

老
明
玉
香
舖



9 8TAIPEI SUMMER  2022

番
街
』
で
、
と
て
も
賑
や
か

で
し
た
」
と
黄
氏
は
語
っ
て

い
ま
す
。

現
在
こ
の
通
り
は
か
つ
て

ほ
ど
栄
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

旧
正
月
期
間
に
な
る
と
多
く

の
人
が
老
明
玉
を
訪
れ
ま
す
。

黄
氏
は
「
伝
統
的
な
参
拝
用

品
の
多
く
は
こ
こ
で
し
か
手

に
入
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
お

客
様
が
多
い
で
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
老
明
玉
の
商
品

は
天
然
の
ハ
ー
ブ
を
粉
に
し

た
後
、
天
然
の
粘
着
力
を
持

つ
酵
素
を
練
り
こ
ん
で
仕
上

げ
た
香
り
つ
き
パ
ウ
ダ
ー
を

使
用
。
こ
の
独
自
の
製
法
は

黄
氏
の
祖
父
の
時
代
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
優

し
く
穏
や
か
な
香
り
か
ら
温

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
お

香
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
高

め
ま
す
。

老
明
玉
は
時
代
の
変
化
に

直
面
し
た
も
の
の
伝
統
技
術

を
捨
て
ず
、
代
わ
り
に
安
定

し
た
需
要
が
見
込
め
る
形
や

用
途
が
異
な
る
線
香
、
渦
巻

き
香
、
横
置
き
線
香
の
製
造

を
開
始
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日

常
生
活
の
中
で
伝
統
的
な
線

香
の
使
い
道
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
1
世
紀
以
上

の
歴
史
を
誇
る
老
舗
は
こ
れ

か
ら
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
天
然
材
料
を
使
用
し
た

高
品
質
な
製
品
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
「
私
た

ち
は
良
質
な
材
料
を
使
用
し
、

伝
統
技
術
に
こ
だ
わ
る
こ
と

で
多
く
の
お
客
様
か
ら
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
黄
氏
は

誇
ら
し
げ
に
語
り
ま
し
た
。

07

08

09

06. 老明玉香舖では参拝用の商品を販売していま
す。 ( 写真 /Dinghan Zheng )

07. 昨今、手作りの冥銭は台北にあるいくつか
の老舗でしか見かけなくなっています。 ( 写真 /
Dinghan Zheng )

08-09. 線香は家庭内で受け継がれた製法を守り、
パッケージには創業者の写真を印刷しています。 
( 写真 /Dinghan Zheng )

万華区貴陽街二段 155 号住所
営業時間 08：30 ～ 21：30

老明玉香舖
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林
三
益
は
台
北
で
古
い
歴

史
を
持
つ
三
大
地
域
の
一
つ

大
稲
埕
の
端
に
位
置
す
る
伝

統
的
な
毛
筆
の
販
売
の
お
店

で
す
。
特
に
商
業
建
築
の
史

跡
が
多
い
大
稲
埕
は
台
湾
北

部
の
伝
統
的
な
特
産
品
、
漢

方
薬
、
客
家
花
布
な
ど
の
卸

売
・
小
売
の
中
心
地
で
す
。

同
社
は
伝
統
を
重
ん
じ
な

が
ら
も
、
現
代
的
な
起
業
家

精
神
に
あ
ふ
れ
た
企
業
と
し

て
知
ら
れ
、
新
た
な
収
益
源

を
求
め
る
他
の
家
族
経
営
の

老
舗
企
業
の
手
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
2
0
0
8
年
に
は

メ
イ
ク
ブ
ラ
シ
の
ブ
ラ
ン
ド

｢

L
S
Y
」
を
発
表
し
、
新
た

な
世
界
へ
進
出
し
ま
し
た
。

1
9
1
7
年
、
同
社
は
中

国
福
建
省
の
福
州
で
創
業
し

ま
し
た
。
1
9
4
6
年
、
中

国
の
政
治
経
済
情
勢
が
急
速

に
悪
化
す
る
中
、
台
湾
へ
の

移
転
を
決
定
。
そ
の
後
、
台

湾
全
土
の
書
道
関
連
用
品
に

お
い
て
「
龍
頭
」
、
つ
ま
り

業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
揺

る
ぎ
な
い
地
位
を
確
立
し
て

い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
4
代
目
の
林
昌

隆
氏
に
よ
れ
ば
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
新
た
な
波
が
押

し
寄
せ
、
ペ
ン
や
キ
ー
ボ
ー

ド
の
普
及
が
販
売
に
打
撃
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
「
そ
の
傾
向
は

1
9
9
0
年
代
か
ら
本
格
化

し
ま
し
た
。
現
在
、
書
道
は

小
中
学
校
で
教
わ
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
生
き
て
い
く
た

め
で
は
な
く
、
趣
味
の
領
域

に
な
っ
て
い
ま
す
」
。

林
三
益
の
毛
筆
の
販
売
を

強
化
す
る
た
め
に
、
新
た
な

収
益
源
を
模
索
し
て
い
た
林

氏
は
、
同
社
の
手
作
り
ブ
ラ

シ
に
関
す
る
深
い
専
門
知
識

を
ベ
ー
ス
に
、
女
性
向
け
の

高
品
質
メ
イ
ク
ブ
ラ
シ
と
男

性
向
け
の
洗
顔
ブ
ラ
シ
の
開

発
を
ス
タ
ー
ト
。
「
こ
の
分

野
の
競
合
す
る
大
手
ブ
ラ
ン

ド
と
は
対
照
的
に
、
林
三
益

は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、

法
人
と
個
人
の
両
方
の
お
客

様
に
カ
ス
タ
ム
デ
ザ
イ
ン
の

ブ
ラ
シ
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
林
氏
は
説
明

し
ま
す
。 

こ
う
し
た
L
S
Y
の
高
級

品
は
現
在
、
大
手
百
貨
店
の

高
級
売
り
場
で
販
売
さ
れ
る

な
ど
、
輝
か
し
い
成
功
を
収

め
て
い
ま
す
。
「
林
三
益
の

10

11

林
三
益
筆
墨
專
家
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書
道
用
毛
筆
と
L
S
Y
の
メ

イ
ク
ブ
ラ
シ
は
一
つ
一
つ
が

手
作
り
の
芸
術
品
で
魅
力
的

な
ラ
イ
ン
を
描
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
と

は
一
味
違
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

お
土
産
を
求
め
る
海
外
旅
行

者
の
間
で
安
定
し
た
売
上
を

誇
っ
て
い
ま
す
」
。

林
氏
に
林
三
益
の
哲
学
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
「
書

道
用
の
毛
筆
は
お
客
様
の
『
内

な
る
美
し
さ
』
を
追
求
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
一
方
、

L
S
Y
は
私
た
ち
が
培
っ
て

き
た
製
造
技
術
を
活
か
し
、

お
客
様
の
『
外
見
の
美
し
さ
』

を
追
求
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」
。

重
要
な
こ
と
は
筆
の
作
り

方
だ
け
で
な
く
、
毛
の
選
定

も
要
素
の
1
つ
だ
と
林
氏
は

言
い
ま
す
。 

「
私
た
ち
の
製

品
は
、
2
つ
の
点
で
優
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
は

書
道
用
、
メ
イ
ク
用
と
用
途

が
決
ま
っ
て
お
り
、
硬
さ
、

柔
ら
か
さ
、
弾
力
性
、
し
な

や
か
さ
、
吸
水
性
な
ど
に
優

れ
た
毛
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
父
の
時
代
か
ら
、
東
ア

ジ
ア
と
他
の
地
域
で
、
ク
ロ

テ
ン
か
ら
イ
ノ
シ
シ
ま
で
あ

ら
ゆ
る
動
物
の
毛
を
使
用
し

て
、
目
的
に
合
っ
た
完
璧
な

毛
が
ど
れ
か
を
試
し
、
精
査

し
て
き
ま
し
た
」
。

林
氏
は
続
け
ま
す
。
「
し

か
し
、
環
境
意
識
の
高
ま
り

か
ら
現
在
で
は
合
成
繊
維
の

使
用
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ

る
環
境
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
を
受
け
て
、
書
道

用
毛
筆
・
メ
イ
ク
ブ
ラ
シ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
使

い
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
宣
伝

を
強
化
し
て
い
ま
す
」
。

12

13

10-11. 毛筆作りの技術を継承する林三益では、素材選びとその応用が重要である
と考えています。( 写真 /Yenyi Lin )

12-13. 林三益では熟知した筆製作の技術を新たなメイク用ブラシの開発に転換し
ました。( 写真 /Yenyi Lin )

大同区重慶北路二段 58 号住所
営業時間 09：00 ～ 18：00

林三益筆墨專家
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1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ

｢

湯
姆
西
服
」
は
、
台
北
を
象

徴
す
る
男
性
用
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
ス
ー
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
1
9
4
5
年
に
中
国
上

海
か
ら
台
北
に
移
転
し
て
き

た
同
店
は
、
古
く
か
ら
大
物

政
治
家
や
有
名
人
の
フ
ォ
ー

マ
ル
ス
ー
ツ
を
手
が
け
て
き

た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
ー
ツ

の
お
店
で
す
。
同
店
は
「
歴

代
総
統
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ス

ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
有

名
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し

て
い
ま
す
。

現
在
許
金
地
（
シ
ュ
ー
・

ジ
ン
デ
ィ
）
氏
が
3
代
目
の

経
営
者
と
し
て
舵
を
取
っ
て

い
ま
す
。 

1
9
1
6
年
、
上

品
な
雰
囲
気
漂
う
上
海
フ
ラ

ン
ス
租
界
に
湯
姆
西
服
が
誕

生
し
ま
し
た
。
許
氏
に
よ
る

と
「
顧
客
に
は
国
内
で
最
も

地
位
の
高
い
人
々
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
蒋

介
石
総
統
と
宋
美
齢
夫
人
が

1
9
2
7
年
に
盛
大
な
結

婚
式
を
開
い
た
と
き
の
衣
装

は
私
た
ち
が
仕
立
て
た
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
衣
装
は
中

正
記
念
堂
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
」
。
同
社
の
テ
ー
ラ
ー
た

ち
は
、
も
と
も
と
中
国
の
伝

統
的
な
礼
服
を
作
っ
て
い
た｢

紅
幫
」
と
い
う
上
海
に
お
け

る
中
国
と
西
洋
の
顧
客
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
礼
服
の
仕

立
て
に
関
し
て
大
き
な
影
響

力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

1
9
4
5
年
、
中
国
の
情

勢
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
総
統
府
を
は
じ
め

と
す
る
重
要
な
公
共
建
築
物

が
多
く
立
ち
並
ぶ
台
北
の
博

愛
特
区
へ
移
転
。
「
当
時
、

こ
こ
は
台
北
で
も
有
数
の
繁

華
街
で
、
夜
中
ま
で
営
業
し

て
い
る
お
店
も
あ
り
、
常
に

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

現
在

は
、
静
か
で
歴
史
的
な
公
共

・
商
業
建
築
の
街
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
許
氏
は
振
り
返

り
ま
す
。

常
に
伝
統
と
モ
ダ
ン
を
同

湯
姆
西
服

14



13 12TAIPEI SUMMER  2022

時
に
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と

が
湯
姆
西
服
の
事
業
の
本
質

な
の
だ
そ
う
で
す
。
「
当
社

の
熟
練
の
職
人
技
は
紅
幫
直

伝
で
す
。
私
た
ち
は
中
国
の

礼
装
用
に
開
発
さ
れ
た
他
に

類
を
見
な
い
独
自
の
技
術
と
、

百
錬
の
職
人
技
を
駆
使
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る

た
め
に
、
ス
ー
ツ
業
界
の
最

新
の
動
向
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」
と
許
氏
は
言

い
ま
す
。

同
社
は
常
に
世
界
各
地
か

ら
最
新
の
ス
ー
ツ
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
関
す
る
情
報
を
集
め

る
こ
と
で
ス
タ
イ
ル
や
生
地

の
ト
レ
ン
ド
を
的
確
に
把
握

し
、
お
客
様
に
最
新
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台

湾
の
若
い
世
代
に
長
く
愛
用

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
常

に
若
い
世
代
の
目
を
引
く
シ

ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
一
般
消

費
者
向
け
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
帯
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
初
め
て
ス

ー
ツ
を
仕
立
て
た
の
が
湯
姆

西
服
だ
っ
た
と
い
う
台
北
市

民
も
多
い
で
す
。
次
代
を
担

う
4
代
目
の
許
氏
に
よ
れ
ば
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
導
入
が

加
速
し
、
「
仕
立
て
業
界
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
」
が

家
業
に
も
影
響
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

15

16

17

14. 長年のオーダーメイドスーツ製作の経験
を持つ湯姆西では、細部までお客様に合っ
たスーツを作っています。

15. 湯姆西では異なる生地や素材を選び、要
望に合わせてカスタマイズしたスーツを提
供しています。

16-17. 湯姆西では伝統技術を守るだけでな
く、流行ファッションにも注目し、時代に
合ったデザインを心がけています。

中正区博愛路 90 号住所
営業時間 10：00 ～ 21：00

湯姆西服
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文：Nathan Ray　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene、Samil Kuo、台北自来水園区、台北市政府水利工程処

今年の夏の
おすすめスポット 5 選

寒い冬は家の中に閉じこもる機会も増えますが、夏は太陽の下へ飛び出し、日光を浴びて楽しむ
季節です。台北市には緑地も多いですし、世界的に評価の高いハイキングコースやリバーサイドパー
クなど魅力的なスポットがたくさんあります。湿度の高さから室内で涼む人もいますが、今回は夏
を満喫できる最高の屋外スポットを 5 か所紹介していきます。古い歴史を持つ山道や夏にぴったり
なウォーターパークなど、家族連れで楽しめる場所ばかりです。気になった場所があればぜひ旅行
プランを検討してみてください。

01

台北でリフレッシュ

水場で遊ぶ際には天候や河川の状況をよく確認しましょう。小さいお子さまがいる場合は目を離さないように注意してください。
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01. 渓流に沿ってハイキングをすると、夏の台北でも十分
に涼むことができます。

02. 整備された虎山親山歩道は小川に足を入れ、穏やかな
時間を過ごすことができます。

02

虎山親山歩道

虎山親山歩道は台北中心部の中でも賑わってい
る信義区にあります。ここは台北盆地の南端を横
断する広大なハイキングコースの一部です。この
ハイキングコースは象山、獅山、豹山、虎山と呼
ばれる 4 つの山を跨いでいて、それぞれが動物の
名を冠していることから「四獣山」と呼ばれてい
ます。

虎山親山歩道の入口は松山慈恵堂の後ろにあ
り、MRT 板南線（ブルーライン）の後山埤駅から
南へ徒歩約 15 分、あるいは福徳街へ向かうバスに
乗ると歩く距離を短縮できます。自信がある方は
駅から徒歩による走破を目指しましょう。入り口
に到着したら左右に 2 つのコースが現れます。左
側は寺院の横に隣接された階段を上っていくコー
ス、右側は虎山渓に沿ったコースです。右側のコ
ースには小川が流れていて、トンボや鳥といった
小さな生き物たちがハイキングの「お供」をして

くれます。また、少し歩いたところにある最初の
石橋には階段があり、それを下りると小川へ直接
足を浸すことができます。橋を渡って 1 分ほど歩
いた場所には大きめの広場があり、そこを流れる
小川は水深も浅いのでお子さま連れの方も安心し
て遊べます。

このコースは九五峰や象山などに比べるとこう
配も緩やかなので、ハイキングの難易度は低めで
す。熱帯雨林の下を通る石造りの小道は夏の暑さ
を和らげ、さらに小川が癒しと休息を与えてくれ
ます。
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03. 坪頂新圳の頂上には小川が流れていて、水深
は浅く、水流も穏やかなので子どもたちが遊ぶの
に適しています。

04. 内双渓を囲む坪頂古圳歩道には小さな滝があ
り、ハイカーたちの憩いの場となっています。

04

坪頂古圳歩道

次に紹介する坪頂古圳歩道は陽明山のふもとに
あります。市街地から最も近い入り口は、故宮博
物院から約 7km のところにあり、MRT 剣潭駅か
らバスで行くことができます。

このコースの特徴は、坪頂古圳、坪頂新圳、登
峰圳といった一連の運河です。これらの運河は清
朝時代に農耕や生活用水のために地元住民が山腹
を切り開いて建設しました。坪頂古圳は 1834 年
に建設されたもので、3 つの運河の中でも最も古
いものです。いずれの運河も小さな滝や大地から

染み出る伏流水が源流となっていて、きれいな山
の水を取り込み、それを周辺地域に供給していま
す。また、貴重な水の供給だけでなく、運河の周
辺には多くの動物が生息しており、小さな魚やカ
エル、トカゲなどの生物が鑑賞できます。

メインのハイキングコースは全長 2.3km で、緑
豊かな渓谷を緩やかに進み、3 つの運河と内双渓
を横切ります。厚い樹冠が日差しを遮り、爽やか
な渓流が癒しを与えてくれるスポットです。小川
沿いにある平らな岩で瞑想をすれば、森の持つ癒
しのパワーが得られそうな感じさえしてきます。
人類の歴史と大自然の美しさを存分に楽しみまし
ょう。

03
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05

06

大溝渓生態治水園区

大溝渓生態治水園区は台北北東部にある内
湖区に位置し、MRT 大湖公園駅から大湖山荘
街を 850m ほど歩くと到着します。

公園内には緩やかな丘陵に隣接した芝生の
広場が広がっているので、子供や犬が遊ぶ場
として最適です。趣のある石造りの道が谷を
流れる小川に沿って続くこのハイキングコー
スは、途中に多くの休憩スポットも用意され
ています。

一番の見どころは、入り口から歩いて 20 分
ほどのところにある「円覚瀑布」という滝で
す。ここは多くの人が鑑賞を楽しめるように
と座席が数多く用意されていますし、足を直
接水につけることもできます。

また、ここは台北市内を縦断するように張
り巡らされた全長 92km のハイキングコース
｢ 台北大縦走 ｣ の一部でもあるのです。さらに
奥へと進むと碧山巌に到着し、金面山、ある
いは陽明山まで行くことができます。午後の
ひとときをのんびりと過ごしたいときは、大
溝渓生態治水園区へ足を運ぶのもよいでしょ
う。台北で最も気軽に滝が鑑賞できるコース
なので、夏の日帰り旅行にはもってこいのス
ポットです。

05. 円覚瀑布は台北市内でもアクセスがしやすいハイキング
コースの 1 つです。

06. 緑に覆われた大溝渓歩道には、のんびりハイキングをし
たい人たちが集まります。
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08

台北自来水園区

より刺激的なアクティビティを体験したい方
は、台北市南部の中正区にある台北自来水園区が
おすすめです。MRT 松山新店線（グリーンライン）
の公館駅より徒歩園内でアクセスできます。

公園内には小観音山生態登山歩道という夏にピ
ッタリのアウトドアスポットがあります。ここは
観音山貯水池まで続くハイキングコースがあり、
この貯水池は 100 年の歴史を持っています。現在
でも台北に水道水を供給する重要な水源であり、
世界の地下宮殿と比較しても遜色ありません。貯
水池の遊歩道へ入るには予約が必要ですが、一度
足を踏み入れると暑さをしのげるだけでなく、タ
イムスリップした気分が体験できるでしょう。ど
うしても日差しに耐えられないという方は、台北
の給水システムが見学できる台北自来水博物館の
中を見学するのも 1 つの選択肢です。

館内では 8 月 19 日から 28 日にかけて、台北市
政府主催の「台北河岸童楽会」が開催されます。
期間中はウォータースライダーやプールが開放さ
れるので、子どもたちと一緒に太陽の下で水浴び
が楽しめます。入場料は大人が NT$80、12 歳以下
の子供と学生は NT$40 です。

07. 100 年以上の歴史がある観音山貯水池は、台北市の古蹟に指定されています。( 写真 / 台北自来水園区 )

08. バロック式の建築様式で建てられた自來水博物館は、人気のインスタ映えスポットでもあります。 
( 写真 / 台北自来水園区 )

07



19 18TAIPEI SUMMER  2022

09

10

09. 大佳河浜公園の埠頭はカヤックなどのアクティビティ
を楽しむのに最適です。( 写真 /Samil Kuo ）

10. 納涼だけでなく美しい夕日も鑑賞できるので、夏の夜
はぜひ希望の泉の噴水ショーを見に行きましょう。( 写真
/ 台北市政府水利工程処 )

大佳河浜公園

大佳河浜公園は台北松山空港に近い中山区の北
端、基隆河畔にあります。公園へのアクセスはバ
スか自転車がおすすめです。

基隆河と淡水河に挟まれた台北には、最短で約
8km、最長で 47km のサイクリングロードがある
ほか、水門付近には遊び場や運動施設、公園が点
在しています。大直橋から西に伸びる広大な大佳
河浜公園は、台北を囲むすべてのリバーサイドパ
ークとつながっているダイナミックなスポットで
す。縦横無尽に広がるサイクリングロードのおか
げで、台北を別の角度から眺めることができます。

大佳河浜公園の目玉は「希望の泉」と呼ばれる
噴水です。細長い形をした公園の西側にあり、
午前 10 時から午後 5 時まで 1 時間に 1 回、高さ
70m を超える水を噴き上げます。さらに 7 月から
8 月にかけては、華麗なイルミネーション演出に
よる 1 回 15 分のエクストラショーを夜 7 時と 8
時にそれぞれ開催。インスタ映えスポットとして
有名な圓山大飯店をバックに素晴らしいショーが
満喫できます。また、噴水だけでなく、滑り台や
ブランコなどの遊具もありますし、日陰に設置さ
れた砂場にはバケツやスコップもあるので、お子
さま連れの方にピッタリのスポットです。
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文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　
写真：台北記憶倉庫、国家撮影文化中心、台湾新文化運動記念館

台北で探す古い建築物
クールなリノベーション

台北の夏は照りつける日差しが厳しく、外を出歩くには不向きな環境です。このような季節は一
休みできる涼しい空間が適しています。

台北ではここ数年、日本統治時代の古い建物が盛んにリノベーションされています。台北は歴史や
文化を学べるだけでなく台湾の変遷を象徴する場所へと変化しているのです。特に注目してほしい
のは、今回紹介する「台北記憶倉庫」、「国家撮影文化中心 台北館」、台北北警察署が再建した「台
湾新文化運動記念館」の 3 か所。台北の中心部に位置するこれらのスポットは 1913 年から 1937 年
の間に建てられたもので、いずれも歴史的建造物の鑑賞や無料の展示エリアを見学できるほか、併
設されているカフェで一息つくこともできます。

01

01
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02

1
9
1
3
年
に
旧
三
井
物

産
株
式
会
社
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
倉
庫
で
、
旧
三
井
物

産
株
式
会
社
北
門
倉
庫
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
台
北
市
内
に

あ
る
北
門
か
ら
道
路
挟
ん
で

斜
め
向
か
い
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
レ
ン
ガ
造
り
と
会
社

の
ロ
ゴ
を
模
し
た
ひ
し
形
の

屋
根
、
ア
ー
チ
状
の
屋
根
飾

り
が
特
徴
的
な
建
物
で
す
。

半
世
紀
以
上
放
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
2
0
1
6
年

に
台
北
西
区
門
戸
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
改
築
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

元
の
建
築
物
を
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
の
は
危
険
と
判
断
さ

れ
、
元
の
場
所
か
ら
50
m
離

れ
た
場
所
に
レ
プ
リ
カ
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
中

に
は
解
体
さ
れ
た
当
時
の
屋

根
瓦
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
三
井
物
産
の
事

業
と
関
係
の
あ
る
お
茶
、
米
、

樟
脳
、
塩
、
砂
糖
、
た
ば
こ
、

石
炭
な
ど
の
原
料
の
貿
易
と

林
業
に
関
す
る
展
示
が
あ
り

ま
す
。
線
路
と
大
稲
埕
埠
頭

の
両
方
に
隣
接
し
、
さ
ら
に

01. コンクリートジャングルに囲まれた
台北には歴史ある建築物がいくつもあ
り、暑さを避けながら内部を見学できま
す。( 写真 / 台北記憶倉庫 ）

02. 赤レンガ造りの台北記憶倉庫は台北
の古き良き時代を思い出させてくれま
す。( 写真 / 台北記憶倉庫 ）

03. 展示ブースと書店には建物の歴史に
関する資料が取り揃えられています。( 写
真 / 台北記憶倉庫 ）

03

台北記憶倉庫

清
王
朝
時
代
や
日
本
統
治
時

代
の
史
跡
か
ら
も
近
い
こ
の

建
物
は
、
台
北
の
商
業
の
発

展
と
貿
易
ル
ー
ト
を
学
ぶ
こ

と
で
き
る
場
所
で
す
。

ま
た
、
施
設
内
に
は
書
店

と
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
種
類
豊

富
な
ド
リ
ン
ク
やW

i-Fi

設
備

が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

の
ん
び
り
過
ご
す
際
に
も
最

適
で
す
。

中正区忠孝西路一段 265 号
( 最寄り駅　MRT 北門駅 )

住所

開館時間 11：00 ～ 19：00 ( 月曜定休 )

台北記憶倉庫
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台
湾
唯
一
の
国
立
撮
影
技

術
の
専
門
機
関
で
あ
る
国
家

撮
影
文
化
中
心
は
、
台
北
記

憶
倉
庫
か
ら
少
し
歩
い
た
場

所
に
あ
り
、
文
化
的
・
歴
史

的
に
重
要
な
写
真
や
写
真

を
ベ
ー
ス
と
し
た
芸
術
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
こ
の
建
物
に
は
展
示
コ
ー

ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
も

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
、

国家撮影文化中心 台北館

3
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
国

立
台
湾
美
術
館
が
運
営
を
し

て
い
て
、
今
年
の
夏
は
「
鏡

像
・
映
像

：

80
後
的
當
代
影

像
芸
術
」
と
い
う
展
示
が
開

か
れ
ま
す
。
80
年
代
後
半
の

台
湾
の
現
代
映
像
芸
術
を
紹

介
す
る
内
容
な
の
で
、
ど
う

ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

L
字
型
を
し
た
独
特
な
構

造
は
日
本
人
建
築
家
の
渡
辺

節
が
設
計
し
た
も
の
で
、
彼

の
台
湾
に
お
け
る
唯
一
の
作

品
で
す
。
当
初
は
1
9
3
7

年
に
大
阪
商
船
株
式
会
社
の

た
め
に
建
設
さ
れ
、
屋
根
の

上
に
置
か
れ
た
日
本
式
の
塔

楼
と
モ
ダ
ン
な
外
観
が
特
徴

で
し
た
。
後
に
戦
争
で
資
源

の
節
約
が
行
わ
れ
た
た
め
、

こ
れ
が
日
本
統
治
時
代
に
建

て
ら
れ
た
最
後
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
と
な

り
ま
し
た
。
1
9
6
8
年
に

は
4
階
建
て
に
す
る
た
め
に

建
物
の
一
部
が
解
体
さ
れ
た

た
め
、
特
徴
で
あ
る
塔
楼
が

存
在
し
な
か
っ
た
時
代
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
す
で

に
現
在
の
交
通
部
公
路
総
局

の
前
身
で
あ
る
台
湾
省
公
路

局
が
同
所
に
事
務
所
を
構
え

て
い
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
に
は
台
北
市

文
化
局
に
都
市
遺
産
に
指
定

さ
れ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

開
始
。
そ
こ
で
渡
辺
節
の
設

計
が
復
活
し
、
設
計
当
初
の

外
観
へ
と
戻
っ
た
の
で
す
。

04

05

06

04. 東洋と西洋のスタイルを融
合した独特な外観が国家撮影文
化中心の特徴です。( 写真 / 国家
撮影文化中心）

05-06. 展示されている写真だけ
でなく、洗練された建物の鑑賞
にも時間を割いてみましょう。
( 写真 / 国家撮影文化中心）

中正区忠孝西路一段 70 号 ( 最寄り駅  MRT 台北駅 )住所
開館時間 10：00 ～ 18：00 ( 月曜定休 )

国家撮影文化中心 台北館
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台
北
駅
の
北
に
位
置
す
る

大
稲
埕
は
台
北
で
最
も
歴
史

の
あ
る
地
域
で
す
。
こ
の
一

帯
に
あ
る
歴
史
を
感
じ
る
建

物
は
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て

旅
行
者
を
魅
了
し
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
台
湾
新
文
化
運

動
記
念
館
の
前
身
で
あ
っ
た

台
北
北
警
察
署
は
一
番
の
大

き
さ
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
記
念
館
は
戦
前
の
外

観
を
復
元
し
た
も
の
で
、
冷

房
の
効
い
た
館
内
は
夏
場
の

市
内
観
光
に
最
適
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

こ
の
建
物
が
建
設
さ
れ

た
の
は
1
9
3
3
年
で
、
も

07. かつては権威の象徴であった警察署は、台湾の民
主化の戦いを記念する博物館へと生まれ変わりまし
た。( 写真 / 台湾新文化運動記念館 ）

09. 新文化運動記念館には植民地下における台湾の
人々が自治を追求した様々な記録が残っています。

（ 写真 / 台湾新文化運動記念館 ）

08. 扇形をした拘置所は、現在では博物館の展示の一
部となっています。( 写真 / 台湾新文化運動記念館 ）

台湾新文化運動記念館

と
も
と
は
拘
置
所
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
の
間
に
赤

レ
ン
ガ
造
り
と
な
り
、
3
階

部
分
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
に
は
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
、
現
在

の
よ
う
な
展
示
を
開
始
。
そ

の
際
に
選
ば
れ
た
の
は
、
台

湾
文
化
協
会
の
創
設
者
で
あ

り
、
1
9
2
0
年
代
に
は
こ

の
拘
置
所
に
収
監
さ
れ
て
い

た
蒋
渭
水
に
関
す
る
品
々
で

す
。
蒋
渭
水
は
台
湾
の
新
文

化
運
動
を
推
進
し
た
人
物
で
、

公
演
、
講
演
、
エ
ッ
セ
イ
、

《
台
湾
民
報
》
誌
な
ど
を
通
じ

て
、
台
湾
の
文
化
や
歴
史
を

理
解
す
る
活
動
多
数
行
い
ま

し
た
。

館
内
に
入
る
と
当
時
の
様

子
が
伺
え
る
青
い
タ
イ
ル
を

敷
き
詰
め
た
階
段
、
入
り
口

付
近
に
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

床
が
広
が
り
ま
す
。
新
文
化

運
動
に
関
す
る
展
示
を
通
じ

て
、
台
湾
の
人
た
ち
の
民
主

主
義
と
自
治
を
求
め
た
歴
史

が
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
元
々

は
警
察
署
で
あ
っ
た
た
め
、

扇
状
の
拘
置
室
や
監
獄
の
様

子
も
見
学
で
き
ま
す
。
館
内

に
は
小
さ
な
カ
フ
ェ
や
売
店

も
あ
る
の
で
、
見
学
に
疲
れ

た
際
は
そ
ち
ら
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

台
北
の
商
業
の
歴
史
を
学

ぶ
な
ら
台
北
記
憶
倉
庫
、
写

真
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ア
ー
ト

を
楽
し
み
た
い
方
は
国
家
撮

影
文
化
中
心
、
1
9
2
0
年

か
ら
1
9
3
0
年
に
か
け
て

の
台
湾
の
文
化
運
動
に
つ
い

て
学
び
た
い
方
は
台
湾
新
文

化
運
動
記
念
館
が
お
す
す
め

で
す
。
こ
の
夏
は
美
し
く
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
「
ク

ー
ル
」
な
歴
史
的
建
造
物
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

07

08

09

大同区寧夏路 87 号 ( 最寄り駅  
MRT 大橋頭、双連、民權西路駅 )

住所

開館時間 09：30 ～ 17：30 ( 月曜定休 )

台湾新文化運動記念館
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文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Yengping、Taiwan Scene

夏がやって来て気温が 30℃を超えると、台北の人々は多くの時間を屋内で過ごし、涼しい時間帯
になってから出かけるようになります。地域の夕市は、昼過ぎから日暮れまで営業しているため、
仕事終わりのサラリーマンたちにって最高の憩いの場です。日用品の購入からおいしいグルメまで、
地元民の活気に触れることができる夕市は、地元の屋台料理を味わうのに格好の場所です。

01

午後から巡る台北の夕市
アフターアワーのお買い物ガイド
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台
湾
映
画
の
歴
史

(

テ
ィ
ザ
ー
動
画)

01. 伝統的な朝市に行きそびれても午後から開く夕市へ行けば、日用
品を買い揃えることができます。

02-03. 饅頭王は饅頭だけでなく、水煎包という蒸し焼きにした中華
まんも販売しています。

04. 津味炸鶏の揚げ物は作り置きをしていないので、揚げたての味が
楽しめます。

02

03

04

双
和
市
場
は
、
万
華
駅
ま

た
は
M
R
T
龍
山
寺
駅
か

ら
徒
歩
約
15
分
の
万
華
区
に

あ
り
、
野
菜
、
果
物
、
家
庭

料
理
が
安
価
に
購
入
で
き

る
こ
と
で
有
名
で
す
。
午
後

3
～
4
時
、
あ
る
い
は
7
～

8
時
ま
で
、
何
百
も
の
屋
台

が
並
び
、
地
元
の
食
品
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

台
湾
で
愛
さ
れ
続
け
る
饅
頭

専
門
店
「
饅
頭
王
」
で
は
、

肉
ま
ん
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
タ
ロ
イ
モ
、
黒
糖
、
ゴ

マ
な
ど
10
種
類
以
上
の
餡
が

選
べ
ま
す
。
し
か
も
お
値
段

は
1
個
た
っ
た
の
10
新
台
湾

ド
ル
。
ま
た
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な

ど
、
6
～
7
月
頃
に
収
穫
さ

れ
る
新
鮮
な
季
節
の
フ
ル
ー

ツ
を
販
売
す
る
屋
台
も
あ
り

ま
す
。 

自
家
製
カ
レ
ー
の
香
辛
料

や
食
材
を
お
探
し
な
ら
、
双

和
市
場
で
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
な

ど
を
お
手
頃
価
格
で
揃
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も

香
ば
し
い
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

で
有
名
な
「
津
味
炸
鷄
」
は

見
逃
せ
な
い
屋
台
の
1
つ
で

す
。
冷
凍
肉
は
決
し
て
使
わ

な
い
特
製
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

は
、ジ
ュ
ー
シ
ー
で
サ
ク
サ
ク

の
食
感
が
魅
力
。
こ
こ
の
夕

市
で
お
買
い
物
を
す
れ
ば
、

ま
ず
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。

双 和 市 場
万華区
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05. 有機大豆にこだわっている芋艿川の豆花は、濃厚な風味が口の中
に広がります。( 写真 /Taiwan Scene )

06. 文徳夕市内では日常的な買い物にも温かい交流があり、人情味に
溢れています。( 写真 /Taiwan Scene )

05

06

内
湖
区
は
台
北
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
、
内
湖

科
技
園
区
に
は
次
々
と
新
し

い
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ハ
イ
テ
ク
エ
リ
ア

に
昔
な
が
ら
の
市
場
が
隠
れ

て
い
る
と
は
想
像
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
実
際
、
文
徳
夕

市
で
は
近
年
ま
す
ま
す
希
少

な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
科

技
園
区
の
端
で
開
か
れ
る
文

徳
夕
市
に
は
、
温
か
い
お
惣

菜
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
、
多

種
多
様
な
食
品
が
並
び
、
園

内
で
働
く
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
人
々
が
仕
事
終
わ
り
に
買

い
物
を
し
た
り
、
グ
ル
メ
を

楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

豆
花
の
屋
台
「
芋
艿
川
」

は
、
開
店
か
ら
わ
ず
か
2
時

間
で
売
り
切
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
有
機
大
豆
を
使
っ

た
豆
腐
プ
リ
ン
は
、
や
わ
ら

か
く
な
め
ら
か
な
食
感
で
す
。

程
よ
い
甘
さ
の
黒
蜜
も
ま
た

お
い
し
さ
の
秘
密
で
、
ト
ッ

ピ
ン
グ
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
小

豆
、
タ
ロ
イ
モ
団
子
、
タ
ピ

オ
カ
な
ど
と
一
緒
に
い
た
だ

き
ま
す
。 

も
う
ひ
と
つ
の
お
勧
め
屋

台
は
、
で
き
た
て
の
ロ
ー
ス

ト
ダ
ッ
ク
と
チ
キ
ン
を
販
売

す
る
「
阿
龍
師
脆
皮
烤
鴨
放

山
鶏
」
で
す
。
こ
の
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
肉
と
パ
リ
パ
リ
の
皮

を
目
当
て
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
こ
こ
を
訪
れ
ま
す
。
鴨

の
半
身
が
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て

は
1
6
0
～
1
8
0
新
台
湾

ド
ル
、
大
家
族
で
食
べ
ら
れ

る
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
丸
ご
と
ロ

ー
ス
ト
ダ
ッ
ク
は
3
0
0
新

台
湾
ド
ル
で
す
。
火‧

木‧
土
日
の
み
の
出
店
で
す
の
で
、

お
見
逃
し
な
く
。 

こ
の
付
近
で
は
、
サ
ツ
マ

イ
モ
フ
ラ
イ
、
鶏
排
（
チ
キ

ン
ス
テ
ー
キ
）
、
イ
カ
玉
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
揚
げ

物
を
販
売
す
る
「
文
徳
炸
鶏
」

も
有
名
で
す
。
一
方
、
終
日

営
業
す
る
地
域
の
ベ
ー
カ
リ

ー
と
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

｢

可
來
富
」
で
は
、
平
日
の
ブ

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
か
ら
深
夜
の
軽

食
タ
イ
ム
ま
で
、
シ
ン
プ
ル
で

お
い
し
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
パ

ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

内
湖
区
の
中
心
か
ら
少
し

北
に
行
く
と
、
内
湖
の
住
民

た
ち
に
大
人
気
の
夕
市
が
あ

り
ま
す
。
朝
の
金
龍
路
は
静

か
な
住
宅
街
で
す
が
、
夕
暮

れ
時
に
な
る
と
賑
や
か
な
市

場
に
一
変
し
ま
す
。
金
龍
夕

市
は
、
地
元
の
家
庭
に
と
っ

て
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
場
所
な

の
で
す
。

文
徳
夕
市
か
ら
わ
ず
か

2
km
の
距
離
に
あ
る
金
龍
夕

市
は
、
毎
日
職
場
と
家
を
行

き
来
す
る
地
元
の
サ
ラ
リ
ー

文徳夕市＆金龍夕市
内湖区
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07. 金龍夕市は短い路地の中にありますが、内湖の人たちが食料
品を購入しに訪れる重要な場所です。

08. サツマイモ団子からソーセージまで、林媽媽市場炸物の食べ
物は多くの人が子供の頃から食べてきた懐かしい味です。

07

08

マ
ン
や
OL
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
屋
台

で
は
、
4
～
5
人
家
族
向
け

に
計
量
さ
れ
た
野
菜
や
果
物

の
袋
詰
め
を
用
意
し
て
お
り
、

共
働
き
の
人
も
仕
事
帰
り
の

買
い
物
時
間
を
節
約
で
き
ま

す
。
夜
が
更
け
る
と
最
終
値

引
き
が
始
ま
り
、
若
い
単
身

労
働
者
が
大
挙
し
て
押
し
寄

せ
ま
す
。

出
来
た
て
の
屋
台
グ
ル
メ

も
忙
し
い
家
庭
の
時
短
に
ぴ

っ
た
り
。
大
小
の
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
団
子
、
チ

キ
ン
レ
ッ
グ
、
塩
漬
け
ク
リ

ス
ピ
ー
チ
キ
ン
な
ど
を
販
売

す
る
「
林
媽
媽
市
場
炸
物
」

な
ど
有
名
な
屋
台
も
こ
の
市

場
に
は
あ
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ

ー
は
ラ
ン
ダ
ム
に
変
わ
る
た

め
、
日
に
よ
っ
て
は
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
や
サ
ツ
マ
イ
モ
フ

ラ
イ
、
紅
酢
豚
、
エ
ビ
フ
ラ

イ
な
ど
が
並
ん
で
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
有
名

な
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

や
中
国
茶
も
、
暑
い
夏
の
日

に
涼
を
取
る
の
に
ぴ
っ
た
り

で
す
。
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M
R
T
永
春
駅
か
ら
徒
歩

わ
ず
か
5
分
、
松
山
路
の
そ

ば
に
あ
る
の
が
、
信
義
区
に

お
け
る
主
要
な
市
場
の
一
つ

で
あ
る
永
春
市
場
で
す
。
朝

7
時
か
ら
夜
9
時
ま
で
長
い

時
間
に
渡
っ
て
オ
ー
プ
ン
し

て
お
り
、
様
々
な
年
代
や
職

業
の
台
北
市
民
が
い
つ
で
も

必
要
な
も
の
を
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
永
春
市
場
は
信
義
区

で
最
大
の
面
積
と
店
舗
数
を

誇
り
ま
す
。 

数
十
年
続
く
こ
の
市
場
に

は
、
有
名
な
屋
台
が
目
白
押

し
。
台
北
伝
統
市
場
節
の
受

賞
店
で
あ
る
「
春
和
油
飯
」

は
、
糯
米
の
他
、
紅
亀
粿
、

大
根
餅
、
甘
酒
餅
な
ど
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
白
金

山
手
工
貢
丸
」
は
、
鍋
料
理

に
ぴ
っ
た
り
の
手
作
り
豚
玉

で
顧
客
の
心
を
掴
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
「
上
味
香
魚
丸
」

は
、
魚
や
イ
カ
な
ど
取
れ
立

て
の
海
鮮
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
肉
団
子
が
人
気
で
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
隠
れ

名
店
が
「
山
東
老
店
」
。
サ

ワ
ー
ド
ウ
で
発
酵
さ
せ
た
手

作
り
肉
ま
ん
は
、
舌
が
肥
え

た
方
も
絶
賛
す
る
お
い
し
さ

で
す
。

永
春
市
場
の
2
階
で
は
毎

週
末
に
中
古
品
市
場
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
こ

と
に
、
こ
れ
は
台
北
の
伝
統

的
な
市
場
の
中
で
は
唯
一
の

中
古
品
市
場
で
す
。
毎
週
土

日
の
午
前
9
時
か
ら
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
掘
り

出
し
物
を
求
め
て
訪
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
硬
貨
な
ど
の
骨

董
品
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
デ

パ
ー
ト
の
純
正‧

訳
あ
り
品

を
低
価
格
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
値
引
き
交
渉

が
で
き
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

お
得
な
お
買
い
物
に
き
っ
と

満
足
で
き
る
は
ず
！

そ
れ
で
も
ま
だ
物
足
り
な

い
方
は
、
永
春
市
場
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
虎
林
街
夕
市
へ

ど
う
ぞ
。
M
R
T
永
春
駅
5

番
出
口
に
近
い
虎
林
街
に
位

置
す
る
こ
の
市
場
は
、
お
隣

の
永
春
市
場
と
異
な
り
、
屋

外
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
市
場

の
中
に
は
「
東
加
炸
鶏
」
と

09
09. 虎林街夕市にあるお店では買い物がしやすくなるよう野菜や果物
を整理して陳列しています。

永春市場＆虎林街夕市
信義区
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い
う
屋
台
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
お
店
は
午
後
3
時
か
ら
午

後
7
時
半
ま
で
の
4
時
間
半

と
い
う
短
時
間
営
業
な
が
ら
、

閉
店
前
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ニ
ン
ニ
ク
入
り
の
ア
ッ
プ
ル

ソ
ー
ス
に
鶏
肉
を
漬
け
込
ん

だ
特
製
レ
シ
ピ
が
こ
の
屋
台

の
人
気
の
秘
密
で
す
。

「
台
湾
鶏
大
王
」
と
い
う

屋
台
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

ほ
の
か
に
香
る
ス
モ
ー
ク
チ

キ
ン
「
甘
蔗
鶏
」
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
台
湾
の
も
う
一

つ
の
有
名
グ
ル
メ
、
「
塩
水

鶏
」
が
お
好
き
な
方
も
、
こ

ち
ら
で
購
入
で
き
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
ニ
ワ
ト
リ
の
肉
を

雄
雌
で
分
け
て
い
ま
す
。
雌

の
方
が
雄
よ
り
も
脂
肪
分
を

多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
赤

身
以
外
が
好
き
な
方
に
も
最

適
で
す
。
同
じ
通
り
に
は
他

に
も
人
気
の
屋
台
が
並
ん
で

お
り
、
そ
の
中
で
も
「
專
一

豆
花
」
は
40
年
の
歴
史
を
誇

る
小
さ
な
屋
台
で
、
タ
ピ
オ

カ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
た
豆
花
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
大
肥
媽

潤
餅
」
は
人
参
、
大
根
と
い

っ
た
野
菜
や
、
豚
肉
の
薄
切

り
な
ど
の
具
材
を
包
ん
だ
、

風
味
豊
か
な
台
湾
式
ク
レ
ー

プ
が
有
名
で
す
。
木
曜
日
と

日
曜
日
の
週
2
日
し
か
営
業

し
て
い
な
い
の
で
、
購
入
で

き
る
か
は
運
次
第
で
す
。

1011

12

10. 週末に永春市場を訪れる際には、中古品市場
へ足を運んで掘り出し物を探しましょう。

12. 栗やしいたけ、ホタテといった伝統的な食材
を油飯に混ぜ合わせることが春和油飯の味の秘
訣です。

11. 大肥媽の台湾式クレープには野菜が大量に入
っていて、口当たりが優しく栄養も満点です。
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写真 / Samil Kuo
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台北の市場では夏になると旬の野菜や果物が並びます。 

＠浜江果菜市場
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文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、台北霞海城隍廟 

台北の城隍と夏のイベント

台北の大稲埕にある迪化街は、日本統治時代の商店が立ち並ぶ賑やかな通りです。その中には台北
霞海城隍廟という建物があります。規模は小さめですが、色とりどりの装飾や様々な活動が行われて
いることから、近隣の建造物よりも歴史があるように感じられるかもしれません。1859 年に建てら
れたこの廟は、160 年以上の間、この地域の宗教的中心地として存在してきました。また、迪化街南
側の活動の中心地でもあります。

ここは台北でも有数の歴史的スポットであり、特に毎年の夏には城隍の生誕を祝うために多くの人
が訪れます。毎年 6 月に開催される「台北霞海城隍文化祭」では、暖かくなってきた大稲埕を散策し、
歴史と活気に満ちたこの街を楽しむことができます。

01

01
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霞
海
城
隍
廟
の
歴
史

台
湾
の
多
く
の
都
市
に
は

城
隍
廟
が
あ
り
ま
す
。
城
隍

は
そ
の
都
市
に
関
係
す
る
神

様
で
、
現
世
と
あ
の
世
の
両

方
で
民
衆
を
見
守
る
存
在
で

す
。
城
隍
と
い
う
言
葉
は
、｢

都
市
（
城
）
」
と
「
濠
（
隍
）
」

に
由
来
し
、
都
市
の
境
界
を

守
護
す
る
存
在
で
す
。
人
々

は
天
災
か
ら
守
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
神
様
に
祈
る
と
、

城
隍
悪
霊
を
退
散
さ
せ
、
疫

病
を
沈
め
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

霞
海
城
隍
廟
の
広
報‧

文

化
を
担
当
す
る
吳
孟
寰
（
ウ

ー‧

モ
ン
フ
ァ
ン
）
氏
は
、

｢

城
隍
は
都
市
を
守
る
市
長
の

よ
う
な
存
在
で
す
」
と
話
し

ま
す
。
そ
し
て
、
「
霞
海
城

隍
廟
は
台
北
で
最
も
古
い
城

隍
廟
で
す
」
と
付
け
加
え
ま

し
た
。

霞
海
城
隍
廟
の
歴
史
は
独

特
で
、
1
8
2
1
年
に
中

国
の
廈
門
近
郊
の
霞
城
と
い

う
町
か
ら
の
移
民
に
よ
っ

て
台
湾
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し

た
。
当
時
は
万
華
地
区
に
あ

り
ま
し
た
が
、
万
華
の
剥
皮

寮
（
ボ
ー
ピ
ー
リ
ャ
オ
）
で

移
民
集
団
同
士
の
抗
争
が
勃

発
し
た
た
め
、
1
8
5
3
年

に
大
稲
埕
へ
移
設
。
こ
の
と

き
、
38
人
の
男
性
が
霞
海
城

隍
廟
を
守
る
た
め
に
犠
牲
と

な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
現

在
も
こ
の
廟
に
祀
ら
れ
て
お

り
、
霞
海
城
隍
と
共
に
邪
気

を
払
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

1
8
5
9
年
に
現
在
の
廟
が

建
て
ら
れ
る
ま
で
仮
住
ま
い

を
し
て
い
ま
し
た
。 

霞
海
城
隍
廟
に
祀
ら
れ
て

い
る
の
は
38
人
の
勇
士
の
ほ

か
、
城
隍
の
妻
（
幸
せ
な
結

婚
と
気
配
り
の
で
き
る
夫
に

恵
ま
れ
る
）
、
月
下
老
人
（
仲

人
神
と
も
呼
ば
れ
、
運
命
の

相
手
を
見
つ
け
る
手
助
け
を

す
る
）
な
ど
数
多
く
の
神
様

で
す
。
中
に
は
日
本
統
治
時

代
に
備
え
ら
れ
た
仏
像
も
あ

り
、
宗
教
の
融
合
を
感
じ
さ

せ
る
廟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廖
添
丁
と
い
う
人
物

も
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

01. 台北迎城隍は台北で行われる重要な宗教
行事の一つです。

02-03. 台北霞海城隍廟は 1859 年の建立以
来、大稲埕における信仰の中心となっていま
す。( 写真 /Samil Kuo ）

02

03
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04. 顔にペイントを施した八家将は悪霊を払う力があると信じられており、夜の巡行パレードにおいて重要な役割を担っています。

05. 主神である城隍以外にも霞海城隍には月下老人などの有名な神様が祀られています。( 写真 /Samil Kuo )

06. 城隍の生誕を祝う巡行イベントでは活気のあるアートパフォーマンスが見られます。

04

彼
は
19
世
紀
台
湾
の
ロ
ビ

ン‧

フ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
裕
福
な
家
か
ら
盗
ん
だ

金
を
霞
海
城
隍
廟
に
隠
し
、

貧
し
い
人
々
に
配
っ
て
い
た

人
物
で
す
。 

霞
海
城
隍
廟
が
大
稲
埕
に

移
っ
た
当
時
、
こ
の
地
域
は

ま
だ
民
家
が
ま
ば
ら
で
し
た
。

理
由
は
こ
こ
が
か
つ
て
は
米

を
乾
燥
さ
せ
る
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
1
9
2
0
年
代
か

ら
1
9
3
0
年
代
に
か
け

て
、
台
湾
の
お
茶
を
輸
出
す

る
た
め
の
会
社
が
設
立
さ
れ
、

こ
の
地
域
は
繁
栄
を
始
め
ま

し
た
。
呉
氏
に
よ
れ
ば
、「
こ

の
廟
は
改
築
さ
れ
た
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
拡
張
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
」
。
こ
の
廟

は
清
朝
時
代
の
面
影
を
今
も

な
お
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。 

05
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城
隍
と
大
稲
埕
を

巡
る霞

海
城
隍
の
誕
生
日
は
旧

暦
の
5
月
14
日
で
、
通
常
は

新
暦
の
6
月
に
あ
た
り
、

2
0
2
2
年
は
6
月
12
日
が

そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。
誕

生
日
に
は
い
く
つ
か
の
行
事

や
儀
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
誕
生

日
の
前
日
に
行
わ
れ
る
巡
行

パ
レ
ー
ド
で
す
。
「
城
隍
は

誕
生
日
に
旅
行
を
し
て
は
な

ら
な
い
の
で
、
前
日
に
巡
行

を
し
ま
す
」
と
呉
氏
は
説
明

し
ま
す
。 

こ
の
巡
行
は
、
七
爺
八
爺

の
名
で
も
知
ら
れ
る
謝
将
軍

と
范
将
軍
ら
が
率
い
る
「
軍

隊
」
と
と
も
に
城
隍
が
各
地

を
巡
り
ま
す
。
謝
范
将
軍
は

「
八
家
将
」
の
2
人
で
神
様
の

偉
大
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

巡
行
に
参
加
す
る
面
々
は
そ

の
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
獅

子
舞
、
龍
舞
、
そ
の
他
の
八

家
将
な
ど
様
々
で
す
。

「
城
隍
が
い
つ
も
廟
に
い
る

と
、
遠
い
存
在
だ
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
巡
行

パ
レ
ー
ド
を
行
う
の
で
す
。

日
常
生
活
に
密
着
し
、
人
々

の
も
と
を
回
っ
た
ほ
う
が
親

し
み
を
持
て
ま
す
。
昔
は
一

般
の
人
が
参
拝
で
き
る
の
は

誕
生
日
当
日
だ
け
で
し
た
」

と
呉
氏
は
言
い
ま
す
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
夏
の
暑

い
時
期
に
行
わ
れ
る
た
め
、

城
隍
を
迎
え
る
た
め
に
外
に

出
た
若
い
女
性
が
暑
さ
で
体

調
を
崩
し
、
失
神
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
城
隍
は
倒
れ
た
若
い
女

性
を
自
分
の
元
に
置
い
た
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
を
止
め
る

た
め
に
、
城
隍
に
は
妻
が
授

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

既
婚
女
性
が
城
隍
の
妻
に
家

庭
円
満
を
祈
る
と
い
う
風
習

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
実
は
城
隍
の
巡
行
は

１
つ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
人
や
観
光
客
が
集
ま

る
昼
の
パ
レ
ー
ド
に
加
え
て
、

旧
暦
の
5
月
11
日
に
夜
に
開

催
さ
れ
る
パ
レ
ー
ド
も
あ
り

ま
す
。
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

る
こ
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
城

隍
は
お
供
を
率
い
て
都
市
の

四
方
の
境
界
と
な
っ
て
い
る

土
地
神
と
帰
綏
街
に
あ
る
普

願
宮
を
訪
問
し
ま
す
。
最
北

端
は
哈
密
街
の
近
く
に
あ
る

和
安
宮
で
す
。
こ
の
廟
の
信

徒
と
は
、
1
8
5
3
年
の
万

華
に
お
け
る
抗
争
で
同
盟
を

結
ん
で
い
た
歴
史
が
あ
る
た

め
、
巡
行
の
際
に
は
必
ず
訪

れ
ま
す
。

夜
の
パ
レ
ー
ド
の
目
的
は
、

悪
霊
を
追
い
払
い
、
街
か
ら

疫
病
を
な
く
す
こ
と
。
「
パ

レ
ー
ド
が
夜
に
行
わ
れ
る
の

は
、
悪
霊
が
出
て
く
る
時
間

帯
だ
か
ら
で
、
城
隍
は
そ
れ

を
退
治
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
軍
隊
や
将
軍
と
い
っ
た
お

供
が
必
要
な
の
で
す
。
夜
の

パ
レ
ー
ド
は
狭
い
路
地
に
も

行
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
悪
霊
が
い
る
の
が
そ

の
理
由
で
す
」
と
呉
氏
は
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

06
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大同区迪化街一段 61 号住所
営業時間 06：16 ～ 19：47

台北霞海城隍廟

霞
海
城
隍
文
化
祭

霞
海
城
隍
廟
は
伝
統
を
大

切
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
固

執
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
は
大
稲
埕
の
地
域
社
会

と
協
力
し
、
城
隍
の
誕
生
日

の
数
週
間
前
に
「
霞
海
城
隍

文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
祭
り
の
目
的
が
、

大
稲
埕
の
伝
統
と
歴
史
に
焦

点
を
当
て
、
こ
の
地
域
の
継

続
的
な
活
性
化
を
支
援
す
る

こ
と
で
あ
る
た
め
で
す
。

文
化
祭
の
期
間
中
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
お
店

は
黄
色
い
ラ
ン
タ
ン
を
掲
げ
、

城
隍
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
す
。

来
場
者
は
そ
う
し
た
お
店
に

立
ち
寄
る
こ
と
で
、
台
湾
の

歴
史
と
伝
統
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
例
え
ば
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
店
で
は

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、

漢
方
薬
局
や
伝
統
工
芸
品
‧

伝
統
産
業
に
関
連
す
る
お
店

は
小
規
模
の
展
示
会
や
シ
ョ

ッ
プ
ツ
ア
ー
、
D
I
Y
体
験

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
宗

教
色
の
な
い
パ
レ
ー
ド
や
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
台
湾
オ
ペ

ラ
、
子
供
達
に
よ
る
出
し
物
、

客
家
、
先
住
民
、
閩
南
人
、

移
民
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
ア
ー
ト
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

「
特
に
大
稲
埕
に
は
長
い
歴

史
が
あ
る
の
で
、
伝
統
文
化

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
ま
た
、
文
化
祭
に
訪
れ

た
方
の
多
く
は
地
元
の
お
店

で
買
い
物
を
し
て
く
れ
る
の

で
、
地
元
産
業
へ
の
貢
献
に

も
な
り
ま
す
」
と
呉
氏
は
話

し
ま
す
。

07

0809

霞海城隍文化祭情報▶台北霞海城隍廟公式サイト▶
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そ
の
他
の
関
連
行
事

霞
海
城
隍
廟
は
城
隍
の
生

誕
祭
と
文
化
祭
を
主
催
す
る

だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ト
チ
ー
ム
の
ス
ポ
ン
サ
ー

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

の
開
催
1
週
間
前
、
廟
か
ら

大
稲
埕
埠
頭
ま
で
の
小
さ
な

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
参
加

チ
ー
ム
を
祝
福
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
活
動
に
よ
り
、

城
隍
は
水
辺
の
守
護
を
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
台
北
で
最
も
有
名

な
縁
結
び
の
神
様
を
祀
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
七
夕
に
行

わ
れ
る
台
北
市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
、
台
北
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
（
大
稲
埕
情
人
節
）
に

も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
霞
海
城
隍
廟
の

近
く
に
あ
る
大
稲
埕
埠
頭
で

行
わ
れ
、
最
後
に
は
淡
水
河

の
上
で
華
や
か
な
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
も
霞
海
城

隍
廟
の
文
化
行
事
に
参
加
す

る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
伝
統
的
な
巡
行
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
活
動
に
参
加
し
た
り
な

ど
で
す
。
「
城
隍
生
誕
パ
レ

ー
ド
の
魅
力
は
直
接
参
加
し

て
頂
く
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。

展
示
や
伝
統
儀
式
を
見
た
り
、

漢
方
薬
や
喫
茶
店
を
訪
れ
た

り
と
楽
し
み
方
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
ぜ
ひ
古
く
か
ら
伝
わ

る
台
北
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
雰
囲
気
を
感
じ

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
呉
氏

は
話
し
ま
す
。

10

07-08. 霞海城隍文化祭は伝統的な宗教パフォーマンスに新たなスタ
イルの舞台芸術を組み合わせることで、多様性のある祭典となって
います。

09. 霞海城隍はドラゴンボートレースの前に淡水河を巡行し、レース
の安全を祈願します。

10. 霞海城隍文化祭の目的は伝統的な宗教信仰と現代的な文化イベン
トを通じて、より多くの人を大稲埕に招くことです。
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CULTURE & LIFESTYLE

文：Seb Morgan　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、@kevintsg、 @tw_ghostcat

若きアーティスト LeHo
台北から世界へ

台北には多くのリバーサイドパークがありますが、ここ数年間で公園内の堤防が大きな注目を集め
ています。特に彩虹、大佳、中正などの公園にあるコンクリートの壁は巨大なキャンバスへと変化し
ました。これは市内で拡大したストリートアーティストのコミュニティが台北にもたらした鮮やかな
変化の一つです。

何彦霖  ( ホー・イェンリン ) 氏は、その変化をもたらしたアーティストの一人です（アーティスト
名は「LeHo」。以降はアーティスト名にて表記）。彼が描くテーマは一風変わっていること、そし
てパステルカラーを使用するスタイルから一般的な「ストリートアーティスト」というイメージから
はかけ離れています。しかし、台北や高雄に滞在したことがある人なら、彼が壁に描いたアート作品
を一度は目にしたことがあるでしょう。

台南出身の彼はその熟練した技で都会の壁や土手、アパートに魔法をかけていきます。 他にも 9 名
の人気アーティストと共に市内の河畔を「都会の絵本」に変えるプロジェクト「台北新画堤」にも参
加しています。今回はそんな LeHo 氏にグラフィティ、ストリートアートについて、そして彼がアー
ト界にもたらした変革に関するてお話を伺いました。

01
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生
粋
の
台
湾
人 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

LeHo

氏
は
の
ん
び
り
と
し

た
親
し
み
や
す
い
人
物
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
も
、
台
湾

語
の
「
こ
ん
に
ち
は
」
を
意

味
す
る
「
リ
ー
ホ
ー
」
と
同

じ
読
み
方
を
し
て
い
て
、
非

常
に
雰
囲
気
に
合
っ
て
い
ま

す
。
「
南
部
で
最
初
の
ス
ト

リ
ー
ト
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
た
時
、
毎
朝
近

所
か
ら
『
リ
ー
ホ
ー
』
と
い

う
言
葉
が
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
音
は
私
の
英
語
名

で
あ
るLeo Ho 

（
レ
オ
・
ホ

ー
）
と
響
き
が
似
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
の
名
前
が
真
っ
先

に
思
い
つ
き
ま
し
た
」
と
解

説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

作
風
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
ソ
フ
ト
で
優
し
い
色
彩

を
好
む
彼
は
、
も
と
も
と
水

彩
画
家
で
し
た
。
「
あ
る
日
、

自
分
の
絵
を
直
接
壁
に
描
い

た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と

考
え
る
に
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
とLeHo

氏
は
振
り
返

り
ま
す
。
「
私
の
作
品
が
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
2
0
1
6
高
雄

前
金
国
際
街
頭
芸
術
祭
に
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

が
私
の
冒
険
の
始
ま
り
で
し

た
」
。

LeHo

氏
が
最
初
に
手
掛
け

た
大
型
公
共
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
2
0
1
7
年
に
高
雄
衛

武
迷
迷
村
で
お
披
露
目
さ
れ

た
「
水
母
與
猴
（
ク
ラ
ゲ
と

猿
）
」
で
す
。
こ
の
作
品
は

01. 年配の方々から過去に洪水が起きた際
に打ち上がった魚を手で拾って歩いたとい
う話を聞いた LeHo 氏は台北市と協力して
「台北新画堤」プロジェクトを企画。そし
て「水辺」という作品を描いて過去のスト
ーリーを形として残しました。

02. LeHo 氏にとって各地のストーリーにあ
った作品を創作することはとても意義のあ
ることです。 ( 写真 /@tw_ghostcat )

02

03

水
中
を
漂
う
美
し
い
ク
ラ
ゲ

と
テ
ナ
ガ
ザ
ル
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
1
年
後
に
描

か
れ
た
「
天
空
之
門(

天
空

の
門
）
」
は
、
2
棟
あ
る
4

階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
の
壁
を

使
い
、
ペ
ガ
サ
ス
と
空
飛
ぶ

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
と
い
う
2

種
類
の
架
空
の
生
物
を
描
い

て
ア
ー
ト
界
か
ら
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
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動
物
を
描
く
理
由

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト

と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
出
会
い

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
か
ら

生
ま
れ
た
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
文
化

LeHo

氏
の
作
品
に
は
動
物

が
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
「
動
物
は
情
報
、
人

間
の
感
情
、
物
語
を
運
ぶ
存

在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
すLeHo

氏
。
「
動
物
は

鑑
賞
者
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ

手
段
で
す
。
動
物
に
出
会
う

と
、
動
物
は
好
奇
心
を
持
っ

た
り
、
怖
が
っ
た
り
、
喜
ん

だ
り
と
い
っ
た
反
応
を
示
し

ま
す
。
し
か
し
、
人
間
は
そ

う
で
は
な
く
、
読
め
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
人
と
わ

か
り
合
え
な
い
の
は
と
て
も

寂
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、

動
物
を
作
品
の
中
に
登
場
さ

2
0
1
7
年
以
降
、LeHo

氏
は
台
湾
各
地
で
少
な
く
と

も
14
作
以
上
の
ウ
ォ
ー
ル
ア

ー
ト
を
描
き
ま
し
た
。
そ
の

大
半
は
高
雄
と
台
北
で
す
。

｢

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
自
分

を
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
中
間
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
とLeHo

氏
は
語
り

ま
す
。
「
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー

「
私
の
ス
タ
イ
ル
が
本
物

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
だ
と
言
う

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
と
ス

ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
文
化
の
関
係
の
理
解

は
重
要
で
す
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
文
化
は
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
、

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
、
ラ
ッ
プ
、

そ
し
て
D
J
の
4
つ
の
要
素

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

LeHo

氏
。

最
も
原
始
的
な
グ
ラ
フ
ィ

せ
る
こ
と
で
、
鑑
賞
す
る
人

と
作
品
と
の
間
に
つ
な
が
り

を
育
も
う
と
し
て
い
ま
す
」
。

ト
は
自
分
自
身
の
表
現
で
あ

り
、
絵
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ま
す
。
一
方
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
、
そ
こ
に

サ
ー
ビ
ス
の
要
素
が
加
わ
り

ま
す
。
作
品
が
周
囲
に
及
ぼ

す
影
響
や
環
境
を
ど
う
改
善

で
き
る
か
を
第
一
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
。

そ
の
一
方
で
、LeHo

氏
が

描
く
作
品
は
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
て
い
る
た
め
、
自

身
を
単
純
な
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
捉
え
て

い
な
い
そ
う
で
す
。
「
ス
ト

リ
ー
ト
ア
ー
ト
と
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
ア
ー
ト
は
よ
く
混
同
さ

れ
ま
す
。
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
は

テ
ィ
は
、
数
千
年
前
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
や
ス
ト

リ
ー
ト
ア
ー
ト
は
、
20
世
紀

半
ば
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
の
黒
人
が
多
く
住
む

地
域
で
生
ま
れ
、
後
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
も
誕
生
し
ま
し

た
。
手
頃
な
価
格
の
ス
プ
レ

ー
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
世
の
中
か
ら
弾
か
れ

て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

は
、
地
下
鉄
の
列
車
に
デ
ザ

イ
ン
を
吹
き
付
け
る
「
ボ
ミ

ン
グ
」
を
始
め
、
街
中
で
作

品
を
展
示
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。 

こ
の
ス
タ
イ
ル

は
、
や
が
て
電
車
か
ら
他
の

屋
外
の
空
間
へ
と
伝
播
し
ま

し
た
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
文
化
、
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
、
ス
ト
リ
ー
ト

ア
ー
ト
が
台
湾
に
上
陸
し
た

の
は
、
フ
ァ
ブ
・
フ
ァ
イ
ブ

・
フ
レ
デ
ィ
や
フ
ュ
ー
チ
ュ

ラ
2
0
0
0
と
い
っ
た
先
駆

者
の
作
品
が
国
際
的
に
広
ま

っ
た
後
の
1
9
9
0
年
代
に

文
字
が
メ
イ
ン
の
ア
ー
ト
で

す
。
レ
タ
リ
ン
グ
や
文
字
を

特
定
の
様
式
に
合
わ
せ
る
点

に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

発
揮
し
ま
す
」
とLeHo

氏

は
解
説
し
ま
す
。
例
え
ば
、

LeHo

氏
と
同
年
代
で
あ
る

Creepy M
ouse

氏
が
台
南
索

卡
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し

て
い
る
漢
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
ス

タ
イ
ル
で
表
現
し
た
作
品
が

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
と
な
り
ま
す
。
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03. どんな場所にもその地を表す動物や霊獣がいると信じている
LeHo 氏は、自身の作品がその地域の人たちを守ってくれることを
願いながら創作活動を続けています。( 写真 /@kevintsg )

04. LeHo 氏にとって絵を書くことは、台湾のストリートアートを世
界中に広める最高の手段です。( 写真 /@tw_ghostcat )

03
04

入
っ
て
か
ら
で
す
。
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
は
す
ぐ
に
地
元
で
人

気
を
博
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
誕
生
し

ま
し
た
。
台
湾
の
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ス
ト

リ
ー
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

ほ
と
ん
ど
が
若
く
中
流
階
級
、

ア
ー
ト
に
関
す
る
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
既
に
持
っ
て
い

た
人
た
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
や
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
は
、
社
会
批
判
よ

り
も
芸
術
性
を
披
露
す
る
た

め
の
手
段
と
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
合
法
的
に
ア
ー
ト

を
描
け
る
場
所
が
な
い
た
め
、

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
10
年
ほ
ど
の
間
に
ス
ト
リ

ー
ト
ア
ー
ト
や
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
は
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
政
府
は
台

北
市
に
多
く
の
グ
ラ
フ
ィ
テ

ィ
特
区
を
設
置
。
こ
れ
に
よ

り
違
法
な
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
は

減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
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05. LeHo 氏の作品「蛍橋雁」の設定では、いなくなったホタル
が雁に姿を変え、地域の住民たちを守っています。

06. 動物を使って人間の感情を表現する LeHo 氏は、複雑に絡み
ついた髪のような時も、舞い上がった髪のような時も、人々が
自身の感情を受け入れることを望んでいます。

台
北
の
堤
防
を
鮮
や

か
に
す
る

「
現
在
の
台
北
で
は
ア
ー

ト
を
描
く
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
」
とLeHo

氏
は

言
い
ま
す
。
西
門
町
に
あ
る

台
北
市
映
画
主
題
公
園
は
イ

チ
オ
シ
の
場
所
の
ひ
と
つ
で
、

台
北
新
画
堤
の
よ
う
な
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
M
R
T

古
亭
駅
近
く
の
中
正
河
浜
公

園
の
堤
防
沿
い
に
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
デ
ュ
オ
ト
ー
ン
の
ウ

ォ
ー
ル
ア
ー
ト
「
蛍
橋
雁
」

を
描
い
て
い
ま
す
。

台
北
新
画
堤
の
目
的
は
、

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
を
通
じ

て
地
元
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝

え
る
こ
と
で
す
。
「
蛍
橋
雁
」

で
は
、
歴
史
か
ら
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
台
北
の
一
部
を
蘇

ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
と

語
っ
て
い
ま
す
。
日
本
統
治

時
代
、
中
正
河
畔
は
川
端
町
、

現
在
は
蛍
雪
里
と
呼
ば
れ
、

ホ
タ
ル
の
名
所
で
あ
る
と
と

も
に
、
雁
（
ガ
ン
）
の
生
息

地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
「
現

在
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
80
年
前
の
春

夏
の
夜
の
雰
囲
気
を
再
現
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
。

台
北
新
画
堤
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、LeHo

氏
が
特
に
思
い
入

れ
を
持
っ
て
い
る
の
が
、
中

山
区
大
佳
河
浜
公
園
の
大
直

橋
の
近
く
に
描
い
た
「
交
織
」

と
い
う
作
品
で
す
。
「
実
践

大
学
の
近
く
に
住
ん
で
い
た

頃
こ
の
場
所
で
多
く
の
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
は

髪
の
毛
が
鳥
に
な
っ
て
い
る

女
性
の
肖
像
画
で
あ
り
、
人

間
の
感
情
の
複
雑
さ
を
隠
喩

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
「
私

た
ち
は
動
物
に
多
く
の
意
味

を
見
い
だ
す
の
で
、
そ
れ
を

作
品
に
組
み
込
む
こ
と
で
作

品
の
深
み
が
増
し
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
、
私
が
動
物
を
描

く
の
が
好
き
な
も
う
ひ
と
つ

の
理
由
で
す
。
鳥
は
自
由
を
、

ウ
サ
ギ
は
気
力
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
牛
は
強
さ
を
表
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
徴
は

私
た
ち
も
持
つ
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
作
品
を
通
じ
て
自

分
も
同
じ
よ
う
に
自
由
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
、
強
く

な
れ
る
の
だ
と
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
。
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01. 多様性のある文化を持つ台北では、各施設やイベントにおいて 
多言語化を推進しています。( 写真 /Taiwan Scene ）

01

文：Rick Charette　編集：下山敬之 　 
写真：Yenyi Lin、 台北表演芸術中心、台北ミュージックセンター、Taiwan Scene、台北市商業処、台北市政府観光伝播局

多言語サービスの進化
外国人が住みやすい街「台北」

過去数十年の間に台北は優良都市へと成長を遂げ、各国際指数においてアジアの都市の中で旅行者が
最も安心できる旅行先となりました。ビジネスが盛んであることに加え、自然豊かなスポットへのアク
セスが簡単、文化も非常に魅力的、さらに地元の人々が温かくフレンドリーで、外国人が旅行や移住す
るのに最適な都市です。

ここに至るまで台北市政府は市のインフラや観光地、公共施設、オンラインリソースを継続的に改善
してきました。中でも特に力を入れたのが多言語化の対応です。

本記事では台北の国際化と外国人が住みやすい街を実現するためのキーパーソンの一人である周台竹
（ジョウ・タイジュー）氏へのインタビューを行いました。外交部より出向されている周氏は台北市市

長室渉外事務総監を務めています。
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多
言
語
化
を
目
指

し
て

台
北
旅
行
に
お
け

る
言
語
の
多
様
化

周
氏
は
国
際
都
市
を
目

指
す
城
市
外
交

 4.0
構
想
が

台
北
で
始
ま
っ
た
の
は
、

2
0
2
0
年
10
月
か
ら
で
あ

る
と
語
り
ま
す
。
「
こ
れ
は

台
北
市
、
関
連
政
府
機
関
、

国
際
商
業
会
議
所
な
ど
の
国

際
機
関
が
関
わ
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
『
友
好
的

な
交
流
』
を
テ
ー
マ
に
、
長

期
的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め

に
頂
い
た
ご
意
見
は
、
国
際

都
市
化
と
多
言
語
化
に
大
き

く
役
立
て
て
い
ま
す
」
と
周

氏
は
補
足
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
周
氏
は
こ
う
話

し
ま
す
。
「
イ
ン
フ
ラ
や
教

育
資
源
と
い
っ
た
社
会
的
能

力
を
見
る
と
、
今
の
と
こ
ろ

台
湾
で
完
全
な
多
言
語
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
で
き
る
自
治
体

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
現
在
は

ま
だ
中
国
語
と
英
語
に
よ
る

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
対
応
の
段
階

で
す
。
こ
れ
が
最
も
需
要
が

周
氏
が
目
指
し
て
い
る
の

は
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
全
て
多

言
語
化
す
る
こ
と
で
す
。
「
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
多
言

語
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

も
台
湾
旅
行
の
計
画
に
関
す

る
情
報
が
得
や
す
く
な
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
が
運
営
す
る
『
台
北
旅

遊
網
』
と
い
う
サ
イ
ト
は
9

か
国
語
に
対
応
し
て
い
て
、

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
や
旅
館
、

あ
り
ま
す
し
、
最
も
簡
単
だ

か
ら
で
す
」
。 

周
氏
に
よ
れ

ば
、
台
北
で
は
多
言
語
化
を

広
め
る
た
め
に
、
英
語
に
よ

る
授
業
の
推
進
を
始
め
た
そ

う
で
す
。
今
年
は
2
1
0
校

の
小
中
学
校
の
う
ち
79
校
が

こ
れ
を
導
入
。
台
北
市
で
は

2
0
2
6
年
ま
で
に
導
入
率

を
1
0
0
％
に
引
き
上
げ
、

長
期
的
に
は
台
北
が
北
ア
ジ

ア
に
お
け
る
マ
ル
チ
リ
ン
ガ

ル
都
市
の
先
駆
け
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

02. 外交経験が豊富な周台竹総監は、自
身の職務を活かして台北の多言語化を推
進しています。( 写真 /Yenyi Lin )

02

ホ
テ
ル
、
グ
ル
メ
、
そ
の
他

の
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
季
刊
《TAIPEI

》

に
は
旅
行
や
文
化
に
関
す
る

興
味
深
い
記
事
が
英
語
と
日

本
語
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
雑
誌
版
と
電
子
版
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
台
北
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ッ
ト
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
特
集
し

て
い
る
同
誌
は
、
海
外
の
読

者
と
台
北
を
つ
な
ぐ
窓
口
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
」
。

ま
た
、
台
北
に
短
期
・
長

期
滞
在
す
る
外
国
人
が
、
よ

り
快
適
で
便
利
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
英

語
や
そ
の
他
の
言
語
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
交
通
機
関
に
つ
い
て
は｢

現
在
、
英
語
表
記
の
看
板
が

市
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
台
北
M
R
T
で
は
、

駅
名
を
英
語
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
ま
す
し
、
駅
構
内
の

案
内
図
や
ホ
ー
ム
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
到
着
時
刻
案
内
な

ど
も
英
語
で
表
示
さ
れ
て
い

る
の
で
便
利
で
す
。
バ
ス
停
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に
は
バ
ス
の
路
線
番
号
や
到

着
時
間
、
天
気
予
報
な
ど
を

英
語
で
表
示
す
る
大
型
電
光

掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
」

と
周
氏
は
説
明
し
ま
す
。

加
え
て
、
主
要
都
市
の
観

光
名
所
に
関
す
る
公
式
サ
イ

ト
で
は
、
英
語
以
外
の
言
語

に
よ
る
表
記
が
増
え
て
い
ま

す
。
現
地
の
案
内
板
や
観
光

ガ
イ
ド
な
ど
は
英
語
が
多
い

で
す
が
、
日
本
や
韓
国
な
ど

特
定
の
国
の
人
た
ち
に
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
で
は
各
言
語
に

対
応
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

北
投
温
泉
博
物
館
は
公
式
サ

イ
ト
と
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
日

本
語
に
対
応
し
て
い
る
な
ど
。

ま
た
、
瓶
蓋
工
場
台
北
製
造

所
や
故
宮
博
物
院
、
台
北
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
英

語
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
周
氏
は｢

台
北
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
の
多
言
語
対
応
オ
ー
デ
ィ

オ
ガ
イ
ド
は
大
変
便
利
で
す
。

位
置
情
報
を
検
知
し
て
来
場

者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
展
示

物
の
情
報
を
自
動
で
提
供
す

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
私
が

経
験
し
た
ど
の
音
声
ガ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
高
性
能
で

し
た
。
こ
れ
は
台
北
初
の
試

み
で
あ
り
、
今
後
は
他
の
場

所
で
も
導
入
す
る
予
定
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

台
北
は
毎
年
恒
例
の
お
祭

り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
展
示

会
な
ど
大
規
模
な
国
際
イ
ベ

ン
ト
が
豊
富
で
す
。
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
公
式
サ

イ
ト
に
英
語
や
そ
の
他
の
言

語
で
掲
載
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
数
十
万
人
が
訪
れ
る
台

北
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
及

び
会
場
に
て
英
語
と
日
本
語

に
よ
る
情
報
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
国

の
駐
在
員
事
務
所
や
台
北
市

の
姉
妹
都
市
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
多

く
の
国
際
団
体
が
ラ
ン
タ
ン

の
展
示
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
多
言
語
化
さ
れ
た
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト

が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、

0304

03. バイリンガルサービスを提供しているお
店は、入り口のこのような表示がされていま
す。( 写真 / 台北市商業処 )

04. 台北流行音楽中心の展示物は 2 ヶ国語に
よる紹介がされています。( 写真 / 台北ミュー
ジックセンター )

台
湾
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
文
化
的
な
意
義
を

深
く
理
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
す
。

夏
に
開
催
さ
れ
る
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
8
月
に

開
か
れ
る
台
北
芸
術
祭
と
台

北
芸
穂
祭
が
あ
り
ま
す
。
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
考
慮
し
、
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
は
オ
フ
ラ
イ

ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
複
合
し

た
構
成
へ
と
転
身
し
ま
し
た
。

台
北
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
台
北
白
晝
之
夜
な
ど

は
そ
の
代
表
例
で
す
。
こ
の

方
法
で
あ
れ
ば
現
地
に
い
か

ず
と
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
体
験
で
き
ま
す
」
と
周

氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。
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05. 毎年開催されている台北マラソンは各国のランナー
が参加する国際的なイベントです。( 写真 / 台北市政府
観光伝播局 )

06. 台北は継続的に国際的な文化イベントを主催し、世
界中のアーティストたちと提携しています。( 写真 / 台
北表演芸術中心 )

05

06

未
来
を
見
据
え
て

台
北
市
の
多
言
語
化
は
、

城
市
外
交 

4.0
構
想
の
多
文
化

共
生
推
進
と
密
接
に
関
連
し

て
い
て
、
そ
の
中
心
に
は
「
友

好
的
な
交
流
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
国
際
間
の
支
援
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
「
こ
こ
最

近
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を

受
け
、
台
湾
政
府
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
自
由
都
市
協
定
へ
の

支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
『
民
主
の
壁
』
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
台
北
市
庁
で
開
催

し
ま
し
た
」 

と
周
氏
は
説
明

し
ま
す
。
実
際
、
こ
の
行
動

に
よ
っ
て
台
北
は
国
際
社
会

間
に
さ
ら
な
る
絆
を
生
み
出

し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
北
市
は
海
外
の

駐
在
員
事
務
所
や
商
工
会
議

所
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
共
催

し
、
台
北
の
多
様
性
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
「
昨
年

は
ジ
ャ
ー
マ
ン
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
マ
ス
カ
ラ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
イ
ク
ラ

ト
ン
祭
り
な
ど
合
計
18
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
後
も
力
を
入
れ

て
い
く
予
定
で
す
」
。

台
北
は
多
言
語
や
文
化
の

多
様
性
を
取
り
入
れ
た
イ
ン

フ
ラ
や
街
づ
く
り
の
戦
略
に

よ
り
、
世
界
中
の
人
々
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
「
外
国
人
が

住
み
や
す
い
街
」
の
実
現
に

向
け
て
確
か
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
ま
す
。
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写真 / @uu4uur
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台北のリバーサイドパークではアーティストの創造性と熱意が込められた作品が見られます。

＠中正河浜公園
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FOOD & DRINKS

文：AYCC　編集：下山敬之 　写真：April Chen、Shane Kong

夏に最適なスパイシー料理

暑くて日差しが強い台北の夏に対抗する最高の手段は、スパイシーな料理を食べることです。今回
は暑さを乗り越えられる最高のグルメをご紹介します。

辛い料理を食べると口の中が少しヒリヒリしますが、スパイスの効いた料理を食べると体の熱が下
がることは科学的に実証された行為です。辛い料理を適度に食べると、汗が出る一方で血液の循環を
促進して体内の熱を放出し、体温をコントロールすることができます。また、汗の蒸発によってカロ
リーも消費しますし、唐辛子は適量を摂取すれば老化防止や新陳代謝を促進するといった効果が得ら
れます。

台北はスパイシー料理の種類が豊富で、夏の暑い日でも食欲を刺激します。唐辛子ベースのマイル
ドなスープや病みつきになる鍋料理まで、辛い料理は夏の最高の「スパイス」になります。

01. スパイシーな料理を食べることで発汗を促し、暑さを軽減することができます。 ( 写真 /Shane Kong )
01
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剥皮辣椒
ボーピーラージャオ

唐辛子といえば赤くてスパイシーなイメージを
抱く人が多いですが、台湾では青唐辛子が主流で
さらに皮が剥かれています。この特殊な唐辛子は
花蓮県にある鳳林鎮が元祖と言われています。｢
剥皮辣椒の父」と言われる陳秋金氏は元々唐辛子
の漬物が好きでしたが、皮が残っているせいで食
感が良くないと感じ、そこから皮を剥いた剥皮辣
椒が誕生しました。

剥皮辣椒の作り方は青唐辛子の皮を剥き、醤油
とお湯、紹興酒、料理酒で炒めます。熟した赤い
唐辛子よりも香りが強いため、スープや野菜炒め
に適しています。また、新鮮な青唐辛子はふっく
らとした形とみずみずしさが特徴で、辛味よりも
甘味が強いです。台湾で剥皮辣椒を使用した定番
の料理といえば唐辛子をふんだんに使用したチキ
ンスープ。スライスした生姜と干し椎茸、料理
酒、鶏もも肉を使って煮込んだスープは、辛い料
理が得意ではない方でも美味しく食べられます
し、暑い日の前菜として人気があります。

大安区永康街 10 巷 2 号住所
営業時間 11：30 ～ 21：00

龍涎居好湯 永康店

剥皮辣椒のチキンスープが 
食べられるお店

02-03. 漬物にした剥皮辣椒は、独特の風味を付ける目的で
チキンスープに使用されます。

02

03
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ラー油

ラー油は台湾の家庭では一般的な調
味料です。種類も豊富で、地域によっ
て様々な唐辛子を使用したラー油が存
在します。中でもよく使用されるのが
四川朝天椒。これに黒コショウ、八角、
玉ねぎ、にんにく、生姜、砂糖といっ
た材料を加えて、大豆油やごま油など
の植物油で揚げることで香り豊かなピ
リ辛のラー油が完成します。

台湾料理の味付けによく使われるラ
ー油ですが、大衆向けの料理で人気が
あるのは紅油抄手（ホンヨウチャオシ
ョウ）です。抄手はワンタンを意味し
ていて、主に四川方面でこのように表
記されます。紅油は中国語でラー油と
いう意味で、料理名を直訳するとラー
油 ベ ー ス の 四 川 風 ワ ン タ ン と な り ま
す。これは作り方もシンプルであるこ
とから一般的によく食べられます。ま
た、ラー油はソースとしても使用され
ることがあります。焼いたチャーシュ
ーにかければ、醤油、黒コショウ、ニ
ンニクの香りが食欲をそそること間違
いなし。他にも麺類との相性が非常に
良く、紅油担々麺や紅油炸醤麺（ジャ
ージャー麺）などバリエーションが豊
富です。ラー油は数滴たらすだけで屋
台料理を何倍にも美味しくしてくれる
最高のスパイスです。

中山区遼寧街 95 号住所
営業時間 11：30 ～ 21：00

蘭芳麺食館

ラー油を使った料理が食べ
られるお店

04-05. 四川朝天椒をベースにしたラー油を見
ると、様々な香辛料を用いて作られていること
がわかります。

04

05
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麻辣は辛味という意味で、台湾ではこれをベース
とした料理が非常に人気です。麻辣の肝は四川山椒
というヒリヒリとした刺激を与えてくれるスパイ
ス。食べすぎると口の中が麻痺したように痺れてき
ますが、漢方においては「温」の生薬であり、風邪
を治し体内の湿気を取り除くと言われています。こ
の香りの強いスパイスは台湾の家庭料理には欠かす
ことができない存在です。

臭豆腐や鴨血というアヒルの血を固めた料理によ
く使用され、麻辣臭豆腐や麻辣鴨血という料理とし
て振る舞われます。麻辣のスープで臭豆腐や鴨血を
数時間煮込むことで、汗や涙が出るほど辛くなりま
す。なので、これらの料理を注文する際にはティッ
シュの用意が必須です。ただ、多くのお店では辛さ
を調整できるので、最初は辛さを控え目にしておく
のがよいでしょう。一般的には中レベルにすると辛
さと旨味を最大限に楽しめます。それ以上は辛い料
理が得意な人にしかおすすめできません。

大安区永康街 6 巷 13 号住所
営業時間 11：30 ～ 22：00

雲鼎阿二麻辣食堂 永康店

麻辣料理が食べられるお店

06-07. 台湾で最も人気のある火鍋の種類は
臭豆腐や鴨血の入った麻辣味です。

06

07

麻辣料理
マーラー
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文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Plu Kaow、Samil Kuo、Taiwan Scene、dashu83、fanjianhua

夏の暑さを和らげる薬膳療法 

うだるように暑い台湾の夏は、ついつい冷たい飲み物をがぶ飲みしてしまったり、クーラーの効い
た部屋に閉じこもってしまいがちです。しかし、漢方を使った食事療法を実践すると、体内の水分や
熱を取り除き、内側から心地よい涼感を作り出してくれます。
《TAIPEI》では、歴史ある大稲埕の中医学体験施設「德利泰（ダーリータイ）」を訪れ、創業者の

陳清鈕（チェン ‧ チンニョウ）氏から、お茶や料理に使える漢方や伝統生薬をご紹介いただきました。
また、日常的な健康維持 ‧ 管理に役立つ漢方の選び方のコツも合わせて紹介していきます。陳氏は漢
方の用途やその背景にある伝統、食文化についてより多くの人に知ってもらうために、体験型の講座
も複数開催しています。

01
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01. 体内の熱を発散するハーブティーを飲むこ
とは台湾の伝統的な暑さ解消の方法です。( 写真
/Taiwan Scene )

02. 天然の素材から抽出した漢方は日常的な不
快感を緩和してくれます。

日
常
的
な
漢
方
を

知
るナ

ツ
メ
、
ク
コ
、
ハ
ト
ム

ギ
、
ハ
ス
の
実
な
ど
は
、
台

湾
全
土
の
漢
方
専
門
店
で
簡

単
に
手
に
入
り
ま
す
。
台
湾

の
人
た
ち
は
漢
方
の
お
店
と

聞
く
と
、
目
も
く
ら
む
よ
う

な
匂
い
が
充
満
す
る
、
古
く

て
陰
気
な
店
舗
を
連
想
し
ま

す
が
、
德
利
泰
は
こ
の
印
象

を
大
き
く
覆
し
ま
し
た
。
「
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

私
た
ち
は
漢
方
を
型
破
り
な

方
法
で
使
っ
て
い
ま
す
」
と

陳
氏
。

德
利
泰
で
は
、
明
る
く
開

放
的
な
空
間
に
様
々
な
生
薬

を
展
示
し
、
店
内
に
は
水
耕

栽
培
の
ウ
ォ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
と
は
全
く
異
な
る
イ
メ
ー

ジ
で
漢
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

陳
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
方
は

種
類
が
非
常
に
多
い
そ
う
で

す
。
薬
草
は
も
ち
ろ
ん
、
動

物
や
石
、
琥
珀
か
ら
抽
出
し

た
も
の
も
薬
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ナ
モ
ン
、
胡
椒
、

唐
辛
子
、
八
角
、
ナ
ツ
メ
グ

な
ど
、
多
く
の
身
近
な
香
辛

料
も
薬
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。 

｢

香
辛
料
も
ま
た
漢
方
薬
の

一
部
で
も
あ
り
、
代
謝
や
消

化
を
助
け
る
も
の
が
多
い
で

す
」
と
陳
氏
は
説
明
し
ま
す
。

台
湾
で
は
、
ス
パ
イ
ス
を
綿

布
に
包
ん
で
肉
料
理
や
汁
料

理
に
入
れ
て
煮
込
み
、
そ
の

香
り
や
効
能
を
引
き
出
す
の

が
一
般
的
で
す
。
一
方
、
イ

ン
ド
で
は
同
様
の
ス
パ
イ
ス

を
潰
し
た
り
炒
め
た
り
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
カ
レ
ー

と
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
台
湾
の
家
庭
料
理

に
は
古
く
か
ら
健
康
増
進
効

02

果
の
あ
る
食
材
が
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
八
角

は
煮
込
み
料
理
に
、
ア
ン
ゼ

リ
カ
は
ス
ー
プ
に
入
れ
て
調

理
す
る
こ
と
で
風
味
が
増
す

だ
け
で
な
く
、
体
力
増
強
に

も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
德

利
泰
で
は
こ
う
し
た
昔
な
が

ら
の
習
慣
を
も
と
に
、
日
常

に
浸
透
し
た
漢
方
を
再
認
識

し
て
も
ら
い
、
薬
草
や
香
辛

料
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 
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暑
さ
対
策
レ
シ
ピ

｢
暑
い
日
に
は
冷
た
い
飲
み

物
を
飲
み
た
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
体
に
湿
気
を
溜
め
や

す
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
代

わ
り
に
花
椒
を
摂
る
こ
と
で

湿
気
を
排
出
し
、
暑
さ
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
陳
氏
は
説
明
し
ま
す
。 

中
国
南
西
部
の
山
岳
地
帯

に
自
生
す
る
花
椒
（
ホ
ァ
ジ

ャ
オ
）
は
、
激
辛
で
知
ら
れ

る
四
川
料
理
の
主
役
で
あ
り
、

そ
の
強
烈
で
刺
激
的
な
香
り

と
、
舌
に
残
る
ピ
リ
ッ
と
し

た
清
涼
感
が
特
徴
で
す
。
花

椒
に
は
発
汗
作
用
が
あ
る
た

め
、
食
べ
る
と
体
内
の
湿
気

や
淀
み
を
排
出
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
肉
を
焼
い
た
り
、

野
菜
を
炒
め
た
り
す
る
と
き

に
胡
椒
を
振
り
か
け
る
と
、

味
が
引
き
締
ま
る
だ
け
で
な

く
、
発
汗
を
促
し
て
体
の
熱

を
冷
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

桑
の
葉
も
夏
に
食
べ
る
べ

き
食
材
で
す
。
こ
れ
を
乾
燥

さ
せ
て
練
っ
た
も
の
は
、
抹

茶
の
よ
う
に
す
が
す
が
し
く

香
る
お
茶
と
な
り
、
乾
燥
や

暑
さ
を
和
ら
げ
、
む
く
み
を

解
消
し
て
く
れ
ま
す
。
陳
氏

に
よ
れ
ば
、
桑
茶
だ
け
で
な

く
桑
の
木
も
栄
養
価
が
高
い

の
だ
そ
う
で
す
。
甘
酸
っ
ぱ

い
桑
の
実
は
、
食
物
繊
維
や

鉄
分
を
豊
富
に
含
む
た
め
、

血
液
に
栄
養
を
も
た
ら
し
、

新
陳
代
謝
を
高
め
る
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ド
ク
ダ
ミ
に
は

抗
炎
症
作
用
が
あ
る
た
め
、

体
内
の
熱
を
下
げ
、
痛
み
を

緩
和
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
の

で
す
。
ド
ク
ダ
ミ
は
お
茶
に

し
て
飲
む
の
が
最
も
一
般
的

で
、
ミ
ン
ト
を
加
え
る
と
清

涼
感
が
さ
ら
に
増
し
、
暑
さ

を
和
ら
げ
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
独
特
の
薬
草
の
香

り
が
油
っ
こ
さ
を
消
し
て
く

れ
る
の
で
、
お
茶
に
し
て
飲

む
だ
け
で
な
く
、
ス
ー
プ
に

入
れ
た
り
、
刻
ん
で
卵
と
一

緒
に
炒
め
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
陳
氏
は
健
康
維
持

の
秘
訣
に
つ
い
て
、
「
タ
ピ

オ
カ
テ
ィ
ー
を
飲
む
量
を
減

ら
し
て
、
代
わ
り
に
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
飲
む
と
い
い
で
す

よ
」
と
話
し
ま
す
。
台
湾
に

は
ド
リ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
が
多

く
、
ノ
ド
が
渇
く
と
つ
い
つ

い
買
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
も
っ
と
健
康
的
な
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

03
04
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漢
方
薬
を
選
ぶ
際

の
ヒ
ン
ト

漢
方
薬
を
購
入
す
る
際
に

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
何

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

陳
氏
は
一
般
の
人
々
が
信
じ

て
い
る
迷
信
を
い
く
つ
か
挙

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
素
材

は
大
き
い
方
が
良
い
、
白
い

方
が
良
い
、
と
い
う
よ
う
に

見
た
目
で
選
ぶ
お
客
さ
ん
が

多
い
の
で
す
が
、
漢
方
は
そ

う
い
う
選
び
方
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
」
。
ト
ウ
キ
の
よ

う
な
根
茎
性
の
薬
草
の
場
合
、

自
生
し
て
い
る
植
物
の
形
は

不
揃
い
で
す
。
特
に
大
き
な

も
の
は
、
脱
水
し
て
加
工
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
過
程
で
大
量
の
栄
養
素
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
天
然
の
ハ
ー
ブ
を
真
っ

白
に
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
す
。
不
自
然
な
白
色
や

赤
色
の
製
品
は
ほ
ぼ
全
て
、

人
工
的
に
漂
白
や
染
色
が
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

天
然
の
花
椒
は
濃
い
茶
褐
色

を
し
て
い
ま
す
。
不
自
然
に

鮮
や
か
な
色
を
し
て
い
る
場

合
は
、
人
工
的
に
染
色
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
德
利
泰
で
は
薬
草

の
日
常
的
な
利
用
を
普
及
さ

せ
る
た
め
、
外
観
が
似
た
も

の
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
お
客
さ
ん
が
じ
っ
く

り
と
比
較
し
て
、
違
い
を
見

分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
陳
氏
は
「
人
々
が
も

っ
と
漢
方
薬
を
親
し
み
、
先

祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

知
識
と
伝
統
を
継
承
し
て
ほ

し
い
で
す
」
と
将
来
的
な
希

望
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

大同区甘谷街 26 号住所
営業時間 10：00 ～ 18：00（日曜定休）

德利泰

03. どくだみ、桑の葉で淹れたお茶は夏の暑さ
を和らげることができます。( 写真 /Plu Kaow ）

04. 德利泰の創業者である陳清鈕氏は、どの漢
方が日常生活のどういった場で応用できるのか
教えてくれました。

05. 德利泰では現代人のニーズに合わせ、様々
な組み合わせのお茶を提供しています。

06. 德利泰では多様な漢方の起源と応用につい
ての知識を学ぶことができます。

05

06

德利泰サイト▶
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カクテルを引き立てる定番の
おつまみ

対話式の漢方体験

薬籤文化 

台湾のお寺によく置かれている竹製おみくじと、対応する数字が書かれた札は、自分の病気に合った治療
法を見つけるために使われています。 

陳氏によると、医療が発達していなかった古代、不調に悩む人々は寺院で神々に祈って薬籤を受け取り、
治療薬を処方してもらっていたそうです。おみくじに書かれた治療薬のほとんどは、当時の人々がよくかか
っていた病気の治療に使われていたものです。例えば農耕社会には、農作業に関連する体調不良が蔓延して
いたため、薬籤にはそれに応じた処方箋が書かれていました。德利泰が提供する薬籤は、1 日のうちに座っ
ている時間が長かったり、パソコンや携帯電話を長時間見つめる生活、不規則な食生活など、現代人の悩み
に対処するために作られています。

漢方薬の応用を推進する德利泰では、台北市商業處の指導のもと、一般の人々に漢方の知識を広めつつ、
さらに外国人旅行者に現地の食事療法文化を体験できるイベントを開催しています。ここでは、外国人が漢
方の基本を理解できる楽しくて参加しやすい 3 つのアクティビティをご紹介します。 

𝟙



59 58TAIPEI SUMMER  2022

処方

食事療法体験セミナー

予約制で行っている
処方体験は伝統的な薬
杯を使って、レシピの
割合通りにさまざまな
薬草を量り、紙に包む
行程を体験できます。
德利泰では、昔ながら
な処方 ‧ 調剤が体験で
きるよう、当時の器具
を使い続けています。 

不定期開催のこのセミナーでは日常的な健康維持のためのアドバイスや、漢方素材を使った健康料理、お
茶の作り方を紹介するなど、一般の人々にも漢方の日常的な活用法を伝えるための活動を行っています。

𝟚

𝟛

（ 写真 /dashu83 ）

（ 写真 /fanjianhua ）
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SP
レ
コ
ー
ド
は
そ
れ
ほ
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
LP

レ
コ
ー
ド
よ
り
も
は
る
か
昔

か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

｢

SP 

は
『
LP 

の
父
』
と
も
言
え

る
存
在
で
す
」
と
王
氏
は
話

し
ま
す
。
「
SP
の
技
術
は
、

1
8
9
0
年
代
後
半
か
ら

1
9
0
0
年
代
半
ば
の
蓄
音

機
時
代
に
発
展
を
始
め
ま
し

01. 王信凱氏は台湾における数少ない LP レコード転写技師
として、歴史的な音源を後世に残す使命を背負っています。

た
。
た
だ
、
SP
レ
コ
ー
ド
が

誕
生
し
た
当
初
は
、
1
枚
に

1
曲
し
か
収
録
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
大
変
脆
い

素
材
だ
っ
た
た
め
、
何
度
も

再
生
す
る
と
壊
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
普
及
に
よ
り
、
私

た
ち
の
知
る
レ
コ
ー
ド
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、

見
た
目
は
そ
の
ま
ま
で
、
変

わ
っ
た
の
は
素
材
と
技
術
だ

け
で
す
」 

。

S P
レ
コ
ー
ド
と
L P
レ

コ
ー
ド
の
違
い

文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin

LP レコード転写技師という仕事

デジタル技術が普及し、ストリーミングによる音楽視聴が当たり前になった現代人にとって、蓄音機
で LP レコードを再生していた時代は想像がしにくいことでしょう。ここ台北には LP レコードの普及
と転写に生涯を捧げている人物がいます。それが MRT 明徳駅近くにある「古殿楽藏」の創設者である
王信凱（ ワン ‧ シンカイ）氏です。

そ
の
後
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
の
時
代
を
経
て
、
CD
が
一

般
的
な
音
楽
メ
デ
ィ
ア
と
な

る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
可
が
進
み

ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
日
々

進
化
す
る
中
で
、
音
楽
の
聴

き
方
も
変
わ
り
続
け
て
い
ま

す
。
「
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
上

で
の
音
楽
配
信
が
一
般
的
で
、

CD
す
ら
時
代
遅
れ
に
な
り
始

め
て
い
ま
す
」
と
王
氏
は
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

01
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SP
は
1
9
1
0
年
代
に

台
湾
に
到
来
し
、
普
及
し

始
め
ま
し
た
。
レ
コ
ー
ド
産

業
は
1
9
6
0
年
代
か
ら

1
9
7
0
年
代
に
最
盛
期
を

迎
え
ま
し
た
が
、
高
額
で
あ

る
こ
と
や
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
が

マ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
。｢

大
半
の

レ
コ
ー
ド
店
は
台
湾
大
学
の

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
経
緯

を
伺
う
と
、
王
氏
は
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
も
と

も
と
ラ
ジ
オ
や
音
楽
を
聴
く

の
が
好
き
で
し
た
。
大
学
時

代
に
昔
の
録
音
技
術
に
触
れ

02-03. 1920 年代に制作された蓄音機は王氏の秘蔵コレクションの
1 つで、ターンテーブルからスタイラスに至るまで良好な状態で
保存されています。

04. シェラック盤は脆く壊れやすいですが、貴重な音源が数多く記
録されています。

02

03

04

あ
る
公
館
エ
リ
ア
に
集
中
し

て
い
ま
し
た
。
台
湾
大
学
の

教
授
は
レ
コ
ー
ド
好
き
な
方

が
多
く
、
さ
ら
に
高
額
な
レ

コ
ー
ド
を
購
入
す
る
余
裕
も

あ
り
ま
し
た
」
と
王
氏
は
振

り
返
り
ま
す
。

顧
客
層
は
値
段
を
気
に
し

な
い
レ
コ
ー
ド
愛
好
家
の
人

た
ち
が
大
半
で
し
た
。
「
台

湾
大
学
の
近
く
に
あ
っ
た
玫

瑰
唱
片
と
い
う
お
店
は
、
海

外
に
人
を
送
っ
て
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
レ
コ
ー
ド
を
輸
入
し
て

台
北
の
L P
レ
コ
ー
ド

の
歴
史

L P
レ
コ
ー
ド
転
写
技

師
の
仕
事

い
ま
し
た
。
欲
し
い
レ
コ
ー

ド
が
探
し
や
す
い
場
所
で
し

た
が
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
す
」
。

る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

実
際
に
そ
の
音
を
聴
い
て
、

歴
史
に
命
が
宿
っ
た
よ
う
な

感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
レ
コ
ー
ド
盤

の
転
写
を
始
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
」
。

SP
や
LP
の
盤
面
に
は
溝
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
王
氏

は
こ
の
技
術
の
原
理
に
つ
い

て
も
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

｢
レ
コ
ー
ド
を
置
く
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
に
は
ス
タ
イ
ラ
ス
と

い
う
針
が
あ
り
、
音
の
波
は

レ
コ
ー
ド
の
黒
い
フ
ィ
ル
ム

の
表
面
に
直
接
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
針
が
溝
を
な
ぞ
っ
て

振
動
が
起
き
る
こ
と
で
、
そ

の
音
が
レ
コ
ー
ド
を
通
じ
て

再
現
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
デ
ジ
タ
ル
処
理
が
一
切

さ
れ
て
い
な
い
ア
ナ
ロ
グ
な

音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
仕
事
は
、
こ
う
し
た
歴

史
の
あ
る
音
源
を
転
写
し
て

保
存
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
私
は
『
LP
レ
コ
ー
ド

転
写
技
師
』
と
名
乗
っ
て
い
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ま
す
。
す
で
に
海
外
で
は
取

り
組
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
す
が
、
台
湾
で

は
ま
だ
ま
だ
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
で
す
」
。 

レ
コ
ー
ド
の
脆
弱
性
を
考

え
る
と
、
価
値
の
あ
る
貴
重

な
音
源
は
す
べ
て
保
存
す
べ

き
で
あ
る
と
王
氏
は
指
摘
し

ま
す
。
「
歴
史
の
教
科
書
は

何
度
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て

い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と

傷
ん
で
い
き
ま
す
」
。
多
く

の
博
物
館
で
は
貴
重
な
史
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
観
賞
用

と
し
、
原
本
は
大
切
に
保
管

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
コ
ー
ド
の
転
写
も
こ
れ
と

同
じ
で
す
。
「
ず
っ
と
聞
き

続
け
る
と
レ
コ
ー
ド
の
盤
面

が
劣
化
す
る
の
で
、
長
期
間

に
渡
っ
て
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
、
私
た
ち
は
音
源
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
」
。

「
正
直
、
転
写
は
難
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

王
氏
は
こ
の
業
界
で
働
く

こ
と
の
難
し
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
「
か
つ
て
戒
厳

令
下
の
台
湾
で
は
音
楽
や
音

源
を
大
量
に
リ
リ
ー
ス
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
の
人
々
は
貧
し

か
っ
た
の
で
純
正
の
レ
コ
ー

ド
に
は
手
が
出
せ
ず
、
海
賊

「
昨
今
で
は
レ
コ
ー
ド
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す

る
ま
で
は
、
私
の
ス
タ
ジ
オ

で
も
毎
週
金
曜
日
の
夜
に

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
鑑

賞
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
。
一
時
的
に
中
止
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で

は
再
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
」

と
王
氏
は
話
し
ま
す 

。

｢

他
に
も
多
く
の
レ
コ
ー
ド

愛
好
家
た
ち
が
開
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
、
読

書
会
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

私
の
友
人
が
経
営
す
る
『
十

方
音
楽
劇
場
＆
瑪
多
咖
啡
演

奏
庁
』
と
い
う
お
店
で
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
リ
サ
イ
タ

ル
な
ど
を
楽
し
む
人
た
ち
が

レ
コ
ー
ド
盤
転
写
の

工
程

レ
コ
ー
ド
盤
転
写
の

難
し
さ

台
北
で
レ
コ
ー
ド
を

楽
し
む

一
部
で
困
難
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
」
。
王
氏
に
よ
れ
ば
、

レ
コ
ー
ド
の
転
写
方
法
に
決

ま
っ
た
工
程
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
方
法
や
機
材
が

使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
「
当

初
は
ゼ
ロ
か
ら
転
写
を
試
み

ま
し
た
。
プ
ロ
の
録
音
技
術

を
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
、

レ
コ
ー
ド
、
パ
ソ
コ
ン
、
マ

イ
ク
と
い
う
非
常
に
初
歩
的

な
機
材
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
」
。
王
氏
の
目
標
は
大
音

量
で
再
生
し
た
レ
コ
ー
ド
を

転
写
す
る
と
い
う
非
常
に
シ

ン
プ
ル
な
内
容
で
し
た
が
、

実
際
に
は
試
行
錯
誤
の
連
続

で
し
た
。

「
私
は
こ
の
仕
事
を
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
写
真
撮
影

に
例
え
て
い
ま
す
。
従
来
の

カ
メ
ラ
は
撮
影
者
が
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
し
、
ピ
ン
ト
や
照
明

を
調
整
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
て
い
ま
し
た
し
、
露
光

量
の
計
算
や
現
像
液
を
調
整

し
な
が
ら
写
真
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
満
足
が
い
か

な
け
れ
ば
、
何
が
ま
ず
か
っ

た
の
か
？
ど
う
調
整
す
べ
き

だ
っ
た
の
か
？
と
自
問
し
ま

す
」
と
王
氏
は
話
し
ま
す
。

写
真
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め

る
よ
う
に
転
写
も
ひ
た
す
ら

同
じ
工
程
を
繰
り
返
し
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
音

質
に
影
響
す
る
の
で
、
常
に

細
か
な
調
整
が
必
要
で
す
。

特
に
王
氏
は
マ
イ
ク
の
距
離

や
配
置
を
何
度
も
変
え
ま
す
。

｢

最
適
な
音
を
拾
え
る
よ
う
、

マ
イ
ク
の
位
置
や
角
度
を
工

夫
し
ま
す
。
挑
戦
し
て
、
失

敗
し
て
、
ま
た
挑
戦
す
る
こ

と
が
私
の
日
課
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。

版
レ
コ
ー
ド
が
生
ま
れ
ま
し

た
」
。
政
府
や
音
楽
制
作
者

は
海
賊
版
を
規
制
し
ま
し
た

が
、
人
々
は
他
者
の
作
品
を

録
音
す
る
こ
と
に
悪
い
印
象

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

｢

そ
の
せ
い
で
レ
コ
ー
ド
の
転

写
技
師
は
、
海
賊
盤
を
作
る

仕
事
と
勘
違
い
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
」
。 

ま
た
、
著
作
権
や
近
代
法

の
形
成
も
転
写
可
能
な
コ
ン

テ
ン
ツ
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
「
台
湾
で
は
50
年
以
上

前
に
出
版
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド

や
、
作
詞
者
の
死
後
50
年
以

上
経
過
し
た
レ
コ
ー
ド
は
公

共
財
産
（
著
作
権
な
し
）
と

な
り
、
転
写
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
転
写
さ
れ

た
レ
コ
ー
ド
の
大
半
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
で
あ
る
の
も
こ

う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
で

す
」
と
王
氏
は
言
い
ま
す
。｢

著
作
権
を
守
る
こ
と
は
大
切

で
す
が
、
多
く
の
人
た
ち
が

歴
史
的
価
値
の
あ
る
音
源
の

保
存
に
関
し
て
の
理
解
が
乏

し
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
こ

の
仕
事
が
文
化
や
歴
史
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
こ
の
業
界

に
携
わ
る
人
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
」 

。
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集
ま
り
ま
す
。
私
も
よ
く
そ

こ
で
LP
鑑
賞
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
て
い
ま
す
」
。 

ま
た
、
王
氏
は
お
宝
LP
を

探
せ
る
秘
密
の
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
双

連
駅
エ
リ
ア
に
あ
る
韻
順
唱

片
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

1
9
9
0
年
か
ら
続
い
て
い

る
主
は
海
外
か
ら
あ
ら
ゆ
る

レ
コ
ー
ド
を
台
湾
に
持
ち
帰

っ
て
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一

人
で
す
。
他
に
も
三
創
生
活

園
区
や
誠
品
書
店
に
は
観
光

客
向
け
の
レ
コ
ー
ド
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
台
北

で
お
宝
を
発
掘
し
て
み
て
く

だ
さ
い
！
」05

06

05-06. 王氏の運営する古殿楽蔵は転写を行う空間であり、彼が転
写したクラシック作品を展示している場所でもあります。

北投区西安街一段 169 号 2 階住所
営業時間 要予約

古殿楽藏

電話 0975-057467



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、EasyCard やクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さに
よって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：youbike.com.tw/region/taipei/register/

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニエンスストア、特約
商店での小額決済ができます。レンタサイクルの YouBike にも使えます。購入は MRT やコンビ
ニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20 ～ 65 NT$150 

MRT 1 デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 1990
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 )

各交通機関や施設の営業時間については、利用前に HP などでご確認ください。

台北市ダブルデク観光バス
TEL: (02)8791-6557 EXT. 30






